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回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
一
方
、
今
回
改
正
に
基
本
的
る
が
ま
だ
不
十
分
。
職
場
に
お

る
に
当
た
り
、
高
部
さ
ん
も
寄
に
賛
成
だ
と
い
う
の
は
榊
原
書
け
る
男
女
差
別
は
欧
米
と
は
雲

せ
ら
れ
た
百
通
近
い
投
書
を
読
士
子
さ
ん
(
委
員
)
だ
が
、
「
だ
泥
の
差
。
離
婚
し
て
も
一
人
で

ん
だ
。
「
そ
の
中
で
、
夫
を
愛
め
な
も
の
は
だ
め
で
、
後
は
し
生
き
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
が
目

し
て
い
る
と
言
う
人
は
一
人
し
っ
か
り
給
付
し
て
い
く
の
が
い
本
に
は
な
い
」
な
ど
の
質
問
、

か
い
な
か
っ
た
。
離
婚
し
た
く
い
」
と
言
う
。
意
見
が
相
次
い
だ
。

な
い
の
は
H

食
え
な
い
μ
か
ら
。

会
場
か
ら
の
質
問
で
は
、
「
五
同
委
員
会
で
は
、
乙
の
日
の

結
婚
が
永
久
就
職
と
言
う
社
会
年
に
し
た
理
由
は
伺
か
」
「
精
意
見
を
参
考
に
意
見
告
を
出
す

は
、
「
読
者
の
中
で
改
正
案
に
通
念
が
あ
る
が
、
女
性
た
ち
も
神
的
過
酷
状
祝
と
は
ど
の
よ
う
予
定
だ
。

は
七
劃
の
人
が
反
対
し
た
」
と
経
済
的
に
不
安
定
な
状
況
を
選
な
こ
と
を
指
す
の
か
」
「
破
綻
一
方
、
総
理
府
の
シ
ン
ポ
ジ

い
う
。
そ
の
主
な
理
由
が
、
「
馨
ん
だ
こ
と
も
甑
識
し
て
ほ
し
主
義
は
無
責
任
主
義
と
同
じ
」
ウ
ム
で
は
、
「
婚
姻
制
度
等
に

ら
し
て
い
け
な
い
」
「
夫
の
不
い
」
と
言
う
。
「
餐
育
費
の
強
制
執
行
で
き
な
関
す
る
民
法
改
正
要
項
試
案
の

貞
で
、
二
万
的
で
お
か
し
い
」
今
回
の
試
薬
に
は
、
基
本
的
い
か
」
「
安
易
に
財
産
分
与
で
概
要
に
つ
い
て
」
法
務
省
の
小

「
元
の
鞘
に
収
ま
る
か
も
し
れ
に
は
反
対
と
言
う
後
藤
富
士
子
き
る
乙
と
ば
か
り
植
わ
れ
て
い
池
信
行
さ
ん
(
同
省
民
事
局
参

な
い
」
「
子
ど
も
が
可
哀
想
」
「
婚
さ
ん
(
委
員
)
は
、
「
問
題
な
闇
瞳
圃
圃
園
田
園
田
臨
鵬
欄
欄
灘
鰯
離
職
協
欄
組
繍
麟
閥
繍
糊

姻
年
数
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
に
の
は
、
改
正
さ
れ
る
べ
き
点
が
闇
圃
圃
圃
圃
圃
闘
機
機
織
灘
麟
機
麟
鵜
搬
醐
醐
輔
繍
融
調
繍
繊
細

一
定
期
聞
が
同
じ
な
の
は
お
か
改
正
さ
れ
ず
改
悪
に
な
っ
て
い
薗
圃
圃
圃
聾
饗
響
額
融
輔
鵬
議
謬
議

東
京
弁
護
士
会
で
聞
か
れ
た
番
問
題
に
な
る
の
が
、
居
住
と
、
を
働
い
て
い
る
入
金
て
が
負
担
が
、
夫
の
医
師
免
許
取
得
も
夫
し
い
」
。
片
や
「
破
綻
主
義
に
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ち
だ
」
。
回
圃
闇
圃
圃
圃
薗
闘
臨
園
田
臨
鵬
醐
醐
醐
鯛
闘
機
織
麟
総

額

和

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
い
く
つ
子
ど
も
の
聾
育
費
。
離
婚
す
る
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
、
逆
に
、
帰
財
産
と
み
な
さ
れ
財
産
と
し
反
対
す
る
の
は
、
衰
の
座
へ
の
翼
付
の
離
婚
制
度
の
も
と
で
、
踊
醐
聞
朝
団
闇
掴
掴
国
輔
鶴
髄
機
サ
ン例

制

か
あ
る
改
正
試
案
の
中
で
も
、
こ
と
足
っ
て
も
、
現
在
住
ん
働
く
女
性
た
ち
に
不
公
平
感
を
て
分
り
た
と
い
『
つ
判
決
も
出
て
甘
え
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
も
離
婚
の
原
因
が
何
で
あ
れ
九
O
輔

闇

圃

圃

罷

翻

醐

眠

頼

醸

ダ

一

動

特
に
離
婚
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
で
い
る
家
が
夫
の
名
義
と
い
う
抱
か
せ
て
も
い
る
。
い
る
と
い
う
。
棚
村
さ
ん
は
、
あ
っ
た
。
高
部
さ
ん
自
身
は
、
必
が
協
議
離
婚

l
l二
人
で
合
醐
醐
圃
園
開
闘
臨
調
闇
鵬
讃
薗
闘

絢
瀬

勝
縦

四

こ
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
積
人
が
殆
ど
で
、
現
行
制
度
で
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
指
摘
し
「
ア
メ
リ
カ
の
動
き
は
、
日
本
こ
の
連
載
の
担
当
編
集
者
で
は
意
し
て
い
る
離
婚
。
合

意

で

き

圏

聞

圃

園

開

欝

灘

綴

錦

闇

…

イ

繍
露

伴

極
的
破
綻
主
義
、
財
産
分
与
、
勝
手
に
処
分
さ
れ
て
も
、
伺
の
な
が
ら
大
山
さ
ん
は
、
民
法
の
に
と
っ
て
委
参
考
に
な
る
。

な
い
が
(
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
l
で

な

い

も

の

は

一

婦

に

過

ぎ

な
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ヂ
藤
棚

女
性
の
地
位
向
上
と
離
婚
の
関
手
だ
て
も
無
い
。
釜
育
費
は
取
改
正
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障
現
状
を
見
て
五
年
は
妥
当
な
線
出
席
)
、
翌
-
著
か
ら
は
「
有
の
に
、
と
言
う
。
そ
れ
よ
り
も
薗
圃
圃
圃
圃
圃
鴫
ぽ
幾

雄
繍

勺
一
一議

醐
醐
繊
細
酬
い

圃
圃
・
・
・
圃
圃
圃
・
リ
γ潟草
-JF
機
灘
務
院
診
骨
品
輸

働
顕
髄
盛
合

係
か
ち
見
た
社
会
保
障
の
男
女
り
立
て
制
度
が
完
備
し
て
い
な
の
面
で
の
改
正
も
必
要
で
は
な
だ
と
思
う
し
、
別
居
審
判
を
し
識
者
の
中
に
は
、
女
性
の
弱
い
「
配
偶
者
か
ろ
の
暴
力
や
精
神
圏
圃
圃
圃
圃
圃
園
田
陣
酔
降
臨
齢
欝
鴻
繍
議
蜘
醐
醐
聾
し

格
差
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が
い
の
で
、
取
り
は
ぐ
れ
る
こ
と
い
か
と
提
起
。

た
ら
ど
患
と
も
思
う
」
と
話
立
場
に
理
解
の
な
い
人
が
多
的
遺
棄
を
明
記
す
る
こ
と
の
ほ
闇
圃
圃
闇
闇
盟
顔
線

機

騒

灘

耕

輔

謂

持
た
れ
た
。

は
必
至
。
八
八
年
の
母
子
世
帯
愚
も
議
論
が
沸
い
て
い
る
す
。
い
。
制
度
に
不
備
が
あ
る
の
で
う
が
よ
ほ
ど
大
切
。
有
費
配
偶
圃
圃
圃
圃
圃
圃
臨
臨
醐
閥
親
譲
窓
場
麓
臨
醐
麟
鞠
麟
鱗
鱗
欄
鶴
剣

闇
圃
圃
園
田
園
醐
醐
圃

J
一
、
一
ノ
甑
繍
髄
鰯
鰯
綴
麟
幽
明

真

基
調
報
告
の
中
で
、
大
山
美
調
査
で
も
、
養
育
資
を
「
受
け
『
五
年
以
上
別
居
』
条
項
に
つ
試
案
が
出
た
と
と
で
連
載
を
女
性
の
自
立
を
考
え
た
上
で
、
意
義
貴
国
偶
者
へ
の
離
婚
田
園
盟
副
園
携
す

劫

諸

嬢

務

畿

智
子
さ
ん
(
劃
委
員
長
)
は
、
「
弁
た
と
と
が
無
い
」
人
が
七
五
・
い
て
、
パ
、
不
ラ
1
の
一
人
で
、
行
っ
た
朝
日
新
聞
の
高
部
恭
子
改
正
し
て
ほ
し
い
」
と
の
コ
メ
を
五
年
と
い
う
期
間
だ
け
で
出
田
園
田
園
圃
臨
輔
蝉
掴
鰯
勝
略核

弘
滋
繍
鰯
翻
繍
繍
榊

謹
士
会
は
、
基
本
的
な
方
向
と
固
た
も
及
ん
で
い
る
。
年
金
ア
メ
リ
カ
各
州
の
法
律
に
詳
し
さ
ん
(
聞
東
京
本
社
学
芸
部
)
ン
ト
を
預
か
っ
た
と
言
、
っ
。
今
せ
る
乙
と
は
問
題
」
。
臨
闘
圃
園
田
署
闘
庫
管
量
産
麟
艦
隊
監
護

し
て
破
綻
主
義
だ
が
、
責
任
あ
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
を
見
て
い
棚
村
政
行
さ
ん
(
青
山
学
院
一
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る
離
婚
を
考
え
た
時
、
そ
の
始
も
、
女
性
の
基
礎
年
金
は
男
性
大
学
教
授
)
は
、
か
つ
て
ア
メ
一
醐
醐
酬
醐
醐
酬
醐
醐
醐
醐
醐
醐
醐
醐
圃

全国婦人新聞

民法改正で

シンポジウム

検
討
事
項
多
い
改
正
試
案

女
性
の
貧
し
い
現
状
解
決
が
先
決

今
年
の
七
月
、
法
制
重
要
震
法
部
会
に
墾
ロ
・
了
承
さ
れ
た
「
婚
姻
制
度
等
に
関
す
る
民
法
改
正
要
項
試
案
」
(
以
下
、
言

葉
」
と
略
)
が
公
表
さ
れ
、
い
ま
、
各
界
各
層
か
ら
責
柔
め
る
と
い
、
つ
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
同
「
試
案
」
の
菱
重

点
は
、
①
婚
姻
最
低
年
齢
の
引
き
上
げ
(
男
女
と
も
十
八
歳
)
、
①
女
性
の
再
婚
禁
止
期
間
の
見
直
し
(
六
か
月
が
百
日
に
)
、

①
選
択
的
夫
婦
別
性
の
探
用
、
①
積
極
的
破
綻
主
義
を
導
入
し
「
五
年
以
上
の
別
居
」
で
離
婚
を
認
め
る
、

①
財
産
分
与
に
つ

い
て
、
「
二
分
の
一
ル
l
ル
」
を
取
り
入
れ
る
、
⑤
非
嫡
出
子
の
相
続
差
別
の
撤
廃
、
な
y-。
中
で
も
、

H

別
姓
u
と
H

離
婚
H

を
め
ぐ
っ
て
は
、
賛
否
両
論
様
々
韮
寛
が
あ
り
、
さ
ら
に
謹
識
の
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
そ
こ
で
、
十
一
月
十
言
、
東

京
弁
護
士
会
女
性
の
権
刺
に
関
す
る
委
員
会
が
主
催
し
た
、
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
離
婚
が
か
わ
る
り
安
住
で
き
な
い
『
要

の
座
』
」
ー
そ
の
少
量
}
あ
な
た
吊
rv
つ
自
立
す
る
か
|
(
於
・
東
京
弁
護
士
会
)
と
、
同
士
干
目
、
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室

が
開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
民
法
改
正
に
つ
い
て
考
え
る
会
」

(於
・
総
理
府
)
の
話
し
合
い
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

太田緑

さ
え
た
現
地
の
人
の
績
を
、
日
本
人

の
一
群
が
ス
タ
ス
タ
と
通
り
す
ぎ
、

ド
ア
マ
ン
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

人
が
、
苦
笑
す
る
と
い
っ
た
場
面
に

も
何
回
か
出
会
い
ま
し
た
。

一
九
八
八
年
の
春
か
ら
六
年
余

り
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
ヨ
l
ロシ

パ
の
都
市
に
住
ん
で
み
て
、
共
通
し

て
感
心
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
子

ど
も
た
ち
の
行
儀
の
良
さ
が
挙
げ
ち

れ
ま
す
。
呉
邦
人
で
あ
る
私
に
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
で
顔
を
合
わ
せ
ば
必

ず
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
し
、
男
の

子
な
ど
、
十
歳
に
も
な
れ
ば
、
一
人

前
に
レ
デ
ィ

・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
遂
行

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
開
を
開
け
て

く
れ
(
イ
タ
リ
ア
の
ア
パ
ー
ト
は
廓

が
手
動
式
の
も
の
が
多
い
)
、
私
を

先
に
乗
せ
て
く
れ
た
あ
と
、
自
分
が

乗
り
込
み
扉
を
閉
め
、
お
も
む
ろ
に

降
り
る
階
を
訪
ね
ま
す
。
も
し
、
自

分
が
先
に
降
り
る
よ
う
な
場
合
だ
と

「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
の
挨
拶
は
欠
か

し
ま
せ
ん
。
特
別
の
ケ
1
ス
で
し
ょ

う
っ
て
?
い
え
い
え
、
相
当
な
腕
白

坊
主
で
も
、
大
人
の
女
性
が
一
緒
だ

と
突
然
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
変
身
す

る
の
で
す
。

行
儀
の
良
さ
と
い
え
ば
、
日
本
と

は
ま
た
遣
う
某
率
が
あ
る
み
た
い
で

す
。
た
と
え
ば
、
扉
の
開
閉
。
海
外

生
活
の
経
験
の
長
い
人
と
短
い
人
と

J
J
益
肉
ワ
、
、
手
a
仕
h
h
F川
J

ze
，F佐
胴

/
ν
v
w
v
w
二
『
t
t
ι
:
可''一
4
-

叩
歳
に
な
れ
ば
、
レ
デ
ィ
・
フ
ァ

ー
ス
ト
徹
底

日
本
と
は
違
う
基
準
だ
が

危
険
な
の
は
、
先
行
者
が
当
然
ド
者
な
の
で
す
か
。

ア
を
帽
押
さ
え
て
く
れ
る
と
思
っ
て
前
外
国
で
の
生
活
は
、
私
た
ち
自
身

進
す
る
と
、
押
え
て
く
れ
ず
跳
ね
返
が
同
じ
文
化
の
中
だ
け
で
生
活
し
て

っ
た
ド
ア
が
園
田
先
で
閉
ま
る
こ
と
で
い
る
だ
り
で
は
気
付
か
な
い
で
あ
ろ

す
。
後
ろ
の
人
に
対
し
て
無
関
心
な
う
、
様
々
な
生
活
習
慣
の
違
い
を
明

の
が
、
男
性
で
あ
っ
た
り
し
た
ら
、
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
日
本
の
方

特
に
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
が
よ
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
見

自
動
扉
も
よ
い
り
れ
ど
思
い
も
か
け
習
っ
て
改
良
の
余
地
あ
り
か
な
、
と

な
い
算
書
も
あ
る
も
の
で
す
。
思
う
こ
と
も
ま
ま
あ
り
ま
す
。
ひ
と

日
本
か
ら
や
っ
て
来
て
聞
も
な
い
く
ち
に
国
際
化
と
い
っ
て
も
何
も
か

青
年
が
、
レ
デ
ィ

・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
も
外
国
宝
亙
品
を
真
似
る
の
で
は
な

ローマ=最終回

が
、
実
は
簡
単
に
見
分
け
ら
れ
る
の

で
す
。
日
本
で
長
く
暮
ら
す
と
、
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
后
舗
な
ど
で
、

自
動
聞
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
後
ろ
の

人
の
た
め
に
扉
を
押
さ
-
え
て
お
く
と

い
う
よ
っ
な
気
遣
い
を
す
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
の
で
す
。

海
外
の
日
本
か
ら
の
観
光
客
の
多

い
ホ
テ
ル
の
入
り
口
な
ど
で
、
続
く

人
が
押
さ
え
る
の
を
代
わ
っ
て
く
れ

る
だ
る
っ
と
思
っ
て
廓
を
し
ば
し
押

第
一
部
は
加
藤
タ
キ
さ
ん
の
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
で
ア
ジ
ア
の
十

人
の
起
業
家
の
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ト
I
ク
」
。
主
友
芳
日
中
園
、

無
錫
市
利
夫
糖
葉
有
限
公
司
副

総
経
理
、
陳
済
生
日
北
京
市
医

薬
経
済
技
術
経
営
公
司
総
経

理
、
許
福
善
川
韓
国
第
一
重
機

工
業
会
長
、
エ
ペ
リ
ン
・
チ
ャ

ン
川
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
エ

ッ
セ

ン
社
長
、
ク
レ
ア
・
ヤ
ン
H
台

可
決
し
て
お
り
、
乙
れ
に
よ
っ

て
各
国
の
圏
内
承
認
手
続
き
が

加
速
さ
れ
る
の
は
確
実
。
一
九

四
八
年
に
発
足
し
た
ガ
ッ
ト
体

制
は
、

W
T
Oを
軸
に
、
新
た

な
貿
易
体
制
へ
と
踏
み
出
す
。

圃
高
田
ユ
リ
メ

λ
(主
婦
連

副
会
長
)
早
大
大
学
院
に
合
格

高
田
ユ
リ
さ
ん
(
七
八
)
が

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究

圏

w
T
o、
一
月
に
発
足
か

二
目
、
新
多
角
的
貿
易
究
費
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
)
合
意

に
基
づ
く
世
界
貿
易
機
関

(
W

T
O
)
協
定
の
締
結
承
認
案
と

食
糧
管
理
法
に
代
わ
る
新
食
糧

法
な
ど
の
関
連
法
案
が
自
民
、

社
会
、
さ
き
が
旬
、
改
革
な
ど

の
賛
成
多
数
で
衆
院
本
会
識
で

可
決
、
参
院
に
送
付
さ
れ
た
。

参
院
も
賛
成
多
数
で
成
立
す
る

見
通
し
ー
。

米
国
も
す
で
に
下
院
は
十
一

月
二
十
九
日
、
上
院
は
一
日
に

事
宮
)
が
説
明
し
、
人
見
康
子

さ
ん

(明
海
大
教
授
)
を
コ

l

デ
ゴ
ネ
l
タ
l
に
、
金
住
典
子

さ
ん

(弁
護
士
)
、
残
間
里
江

子
さ
ん

(メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
)
、
利
谷
信
義
さ
ん

(お
茶
の
水
女
子
大
教
授
)
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
話
し
合
っ

た
。パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
金
住
さ
ん
が
、
「
内

容
の
レ
ベ
ル
も
撤
密
で
、

一
般

の
人
に
オ
ー
プ
ン
に
し
た
と
と

は
評
価
で
き
る
」
と
し
な
が
ら

も
、
乙
の
試
案
に
か
け
て
い
る

の
は
「
男
女
平
等
に
な
れ
な
い

根
源
は
、
性
別
役
割
分
担
が
あ

る
と
い
う
視
点
が
欠
目
て
い
る

か
ら
だ
。
ひ
い
て
は
、
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
視
点
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
乙
と
だ
」と
指
摘
。

残
間
さ
ん
は
「
少
し
も
リ
ア
ル

じ
ゃ
な
い
し
、
少
し
も
前
と
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
、

利
谷
さ
ん
は
、
「
重
要
な
部
分

に
つ
い
て
の
検
討
課
題
が
多
過

ぎ
る
。こ
れ
が
最
大
の
問
題
だ
」

と
。会
場
か
ら
の
発
言
で
は
、
非

嫡
出
子
の
相
続
差
別
が
撤
廃
さ

科
の
社
会
人
入
試
に
合
格
。
夜

間
と
土
曜
日
に
聞
か
れ
る
同
研

究
科
の
「
環
境
問
題
と
法
」
講

座
で
、
来
年
四
月
か
ろ
修
士
課

程
を
学
ぶ
。

高
田
さ
ん
は
、
一
九
五

O
年

に
主
婦
連
合
会
に
入
り
、
主
に

商
品
テ
ス
ト
を
担
当
し
て
き

れ
て
い
る
点
で
は
、
賛
同
の
意

見
が
出
た
が
、
夫
婦
別
姓
に
つ

い
て
は
、
「
C
案
で
は
日
本
の

硬
直
性
を
感
じ
、
こ
れ
だ
け
は

反
対
し
た
い
」
(
利
谷
さ
ん
て

会
場
か
ら
も
「
こ
の
場
に
来
て

B
案
が
い
い
と
思
っ
た
」
「
婚

姻
後
の
民
の
変
更
が
も
っ
と
自

由
に
で
き
て
い
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
、

B
案
を
支
持
す
る

声
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
離
婚

に
つ
い
て
は
、
金
住
さ
ん
が
、

日
本
に
は
調
停
離
婚
と
い
う
制

度
が
あ
る
と
し
た
よ
で
、
日
本

の
女
性
の
貧
し
い
状
況
を
考
-
え

な
い
で
簡
単
に
五
年
別
居
の
み

で
離
婚
を
認
め
て
い
い
も
の

か
、
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

〉

仕
事
に
追
い
ま
く

一¥
ぽ
一

ら
れ
て
こ
れ
と
い
う

一
以

一
趣
味
も
持
て
な
い
の

/ι
¥だ
が
、
唯
一
の
楽
し

く
み
が
狂
言
の
鑑
賞
で

あ
る
。
あ
の
中
世
に
、
よ
く
も

権
威
を
吹
き
飛
ば
す
大
ち
か
な

笑
い
の
演
劇
が
で
き
た
も
の
と

感
心
す
る
V
年
に
一
度
、
京
都

の
茂
山
忠
三
郎
師
狂
言
会
に
行

く
。
こ
と
し
は
「
杢
ハ
駄
」

。

還
麗
を
過
ぎ
て
か
ち
演
ず
る
む

ず
か
し
い
曲
だ
。
舞
台
装
置
の

な
い
能
舞
台
で
、
大
雪
や
牛
の

群
れ
が
自
に
見
、
え
る
よ
う
な
演

技
に
堪
能
し
た
V
乙
の
秋
は
も

う
一
度
狂
言
を
楽
し
ん
だ
。
茂

山
千
作
襲
名
披
露
の
「
花
子
」
。

コ
ワ
l
イ
委
が
聞
い
て
い
る
と

も
知
ら
ず
、
そ
の
前
で
浮
気
話

を
語
る
男
の
お
か
し
さ
。
H

慈
H

と
い
う
も
の
を
感
ず
る
V
今
秋

も
う

一
つ
感
動
し
た
芝
居
は
、

河
東
け
い
さ
ん
の

一
人
芝
居

「母
」
だ
。
こ
れ
は
三
浦
綾
子

の
原
作
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作

家
小
林
多
喜
二
の
母
を
描
い
た

も
の。

訪
ず
れ
た
人
に
自
分
の

一生
を
物
語
る
と
い
う
構
成
に

な
っ
て
い
る
V
一
時
間
半
、
し

ゃ
べ
り
っ
放
し
の
舞
台。

本
物

の
多
喜
二
の
母
の
よ
う
な
錯
覚

に
迫
る
ほ
ど
の
熱
演
だ
。
語
り

の
中
で
、
貧
し
い
が
優
し
く
あ

た
た
か
い
多
喜
二
の
家
族
の
気

風
が
よ
く
わ
か
る
。そ
の
中
で
、

真
面
目
に
ひ
た
む
き
に
生
き
、

世
の
矛
盾
に
、
社
会
の
変
箪
を

め
ざ
し
た
多
喜
二
の
姿
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る

V
一
九
三
三

年
、
多
喜
二
は
築
地
署
に
逮
捕

さ
れ
そ
の
夜
拷
闘
で
虐
殺
さ
れ

た
。そ
の
死
体
に
絶
叫
す
る
母
。

「
ホ
レ

ッ
f
多
喜
一

7
・
も
う

一

度
立
っ
て
み
せ
ね
か
f
み
ん
な

の
た
め
に
立
っ
て
み
せ
ね
か

/」

。
思
わ
ず
一
夜
が
あ
ふ
れ
た

V
帰
り
が
け
学
生
ふ
う
の
若
い

女
性
二
人
が
話
し
あ

っ
て
い

た
。

「
信
じ
ら
れ
な
い
。
あ
ん

な
乙
と
が
あ
っ
た
な
ん
て
・:」
。

だ
が
こ
れ
は
歴
史
だ
。
六
十
年

前
の
日
本
の
現
実
だ
V
こ
の
と

き
多
喜
ニ
は
ま
だ
三
十
歳
。
作

家
活
動
を
始
め
て
四
年
に
す
ぎ

な
い
。
も
し
彼
が
生
き
て
い
た

ら
、
い
ま
九
十
一
歳
。
キ
ン
さ

ん
ギ
ン
さ
ん
よ
り
若
い
の
で
あ

る
V
河
東
さ
ん
は
関
西
の
新
劇

俳
優
。
た
ま
た
ま
だ
が
、
こ
の

秋
は
、
関
西
派
の
事
に
酔
っ
た
。

[高許]
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二
十
世
紀
を
揺
る
が
す
思
想
|

|

女
は
何
を
主
張
し
続
け
て
き
た
の
か

日
本
の
女
性
た
ち
が
、
自
ら
の
経
験
を
自
ら

の
言
葉
で
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
思
想
・
表
現
へ

と
熟
成
さ
せ
た
七

0
年
代
以
降
の
エ

ッ
セ
イ
、

論
文
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
蓄
積
を
、

最
新

の

視
点
か

ら
テ

l
マ
別
に
編
集

し
た
ア
ン
ソ
ロ

ジ
l
。
各
冊
に
明
快
な
解
説
を
付
す
。

第
一
・
二
回
〈
発
売
〉

日
リ
ヘ
フ
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

〈女
で
あ
る
こ
と
〉
の
解
放
を
自
ら
の
言
葉
で
模
索
し

た
思
想
H
リ
ブ
の
軌
跡
と、

現
在
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が

向
き
合
う
新
た
な
課
題
を
紹
介
。
一
解
説
]
上
野
千
鶴
子

園
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論

あ
ら
ゆ
る
知
に
組
み
込
ま
れ
た
男
性
中
心
の
世
界
像
、

性
の
二
項
対
立
を
解
き
ほ
ぐ
す
〈
女
性
の
視
座
〉
は

う
に
可
能
か
。

一
解
説
}
江
原
由
美
子

定
価
各
二

O
O
O内
(
税
込
}

持労 定
価
二

O
O
O円

a込}

図
性
役
割
一溜
F
N日刊一

回

母

性

図
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

固
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

別
冊
男
性
学
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回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
一
方
、
今
回
改
正
に
基
本
的
る
が
ま
だ
不
十
分
。
職
場
に
お

る
に
当
た
り
、
高
部
さ
ん
も
寄
に
賛
成
だ
と
い
う
の
は
榊
原
書
け
る
男
女
差
別
は
欧
米
と
は
雲

せ
ら
れ
た
百
通
近
い
投
書
を
読
士
子
さ
ん
(
委
員
)
だ
が
、
「
だ
泥
の
差
。
離
婚
し
て
も
一
人
で

ん
だ
。
「
そ
の
中
で
、
夫
を
愛
め
な
も
の
は
だ
め
で
、
後
は
し
生
き
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
が
目

し
て
い
る
と
言
う
人
は
一
人
し
っ
か
り
給
付
し
て
い
く
の
が
い
本
に
は
な
い
」
な
ど
の
質
問
、

か
い
な
か
っ
た
。
離
婚
し
た
く
い
」
と
言
う
。
意
見
が
相
次
い
だ
。

な
い
の
は
H

食
え
な
い
μ
か
ら
。

会
場
か
ら
の
質
問
で
は
、
「
五
同
委
員
会
で
は
、
乙
の
日
の

結
婚
が
永
久
就
職
と
言
う
社
会
年
に
し
た
理
由
は
伺
か
」
「
精
意
見
を
参
考
に
意
見
告
を
出
す

は
、
「
読
者
の
中
で
改
正
案
に
通
念
が
あ
る
が
、
女
性
た
ち
も
神
的
過
酷
状
祝
と
は
ど
の
よ
う
予
定
だ
。

は
七
劃
の
人
が
反
対
し
た
」
と
経
済
的
に
不
安
定
な
状
況
を
選
な
こ
と
を
指
す
の
か
」
「
破
綻
一
方
、
総
理
府
の
シ
ン
ポ
ジ

い
う
。
そ
の
主
な
理
由
が
、
「
馨
ん
だ
こ
と
も
甑
識
し
て
ほ
し
主
義
は
無
責
任
主
義
と
同
じ
」
ウ
ム
で
は
、
「
婚
姻
制
度
等
に

ら
し
て
い
け
な
い
」
「
夫
の
不
い
」
と
言
う
。
「
餐
育
費
の
強
制
執
行
で
き
な
関
す
る
民
法
改
正
要
項
試
案
の

貞
で
、
二
万
的
で
お
か
し
い
」
今
回
の
試
薬
に
は
、
基
本
的
い
か
」
「
安
易
に
財
産
分
与
で
概
要
に
つ
い
て
」
法
務
省
の
小

「
元
の
鞘
に
収
ま
る
か
も
し
れ
に
は
反
対
と
言
う
後
藤
富
士
子
き
る
乙
と
ば
か
り
植
わ
れ
て
い
池
信
行
さ
ん
(
同
省
民
事
局
参

な
い
」
「
子
ど
も
が
可
哀
想
」
「
婚
さ
ん
(
委
員
)
は
、
「
問
題
な
闇
瞳
圃
圃
園
田
園
田
臨
鵬
欄
欄
灘
鰯
離
職
協
欄
組
繍
麟
閥
繍
糊

姻
年
数
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
に
の
は
、
改
正
さ
れ
る
べ
き
点
が
闇
圃
圃
圃
圃
圃
闘
機
機
織
灘
麟
機
麟
鵜
搬
醐
醐
輔
繍
融
調
繍
繊
細

一
定
期
聞
が
同
じ
な
の
は
お
か
改
正
さ
れ
ず
改
悪
に
な
っ
て
い
薗
圃
圃
圃
聾
饗
響
額
融
輔
鵬
議
謬
議

東
京
弁
護
士
会
で
聞
か
れ
た
番
問
題
に
な
る
の
が
、
居
住
と
、
を
働
い
て
い
る
入
金
て
が
負
担
が
、
夫
の
医
師
免
許
取
得
も
夫
し
い
」
。
片
や
「
破
綻
主
義
に
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ち
だ
」
。
回
圃
闇
圃
圃
圃
薗
闘
臨
園
田
臨
鵬
醐
醐
醐
鯛
闘
機
織
麟
総

額

和

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
い
く
つ
子
ど
も
の
聾
育
費
。
離
婚
す
る
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
、
逆
に
、
帰
財
産
と
み
な
さ
れ
財
産
と
し
反
対
す
る
の
は
、
衰
の
座
へ
の
翼
付
の
離
婚
制
度
の
も
と
で
、
踊
醐
聞
朝
団
闇
掴
掴
国
輔
鶴
髄
機
サ
ン例

制

か
あ
る
改
正
試
案
の
中
で
も
、
こ
と
足
っ
て
も
、
現
在
住
ん
働
く
女
性
た
ち
に
不
公
平
感
を
て
分
り
た
と
い
『
つ
判
決
も
出
て
甘
え
が
あ
る
」
と
い
う
意
見
も
離
婚
の
原
因
が
何
で
あ
れ
九
O
輔

闇

圃

圃

罷

翻

醐

眠

頼

醸

ダ

一

動

特
に
離
婚
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
で
い
る
家
が
夫
の
名
義
と
い
う
抱
か
せ
て
も
い
る
。
い
る
と
い
う
。
棚
村
さ
ん
は
、
あ
っ
た
。
高
部
さ
ん
自
身
は
、
必
が
協
議
離
婚

l
l二
人
で
合
醐
醐
圃
園
開
闘
臨
調
闇
鵬
讃
薗
闘

絢
瀬

勝
縦

四

こ
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
積
人
が
殆
ど
で
、
現
行
制
度
で
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
指
摘
し
「
ア
メ
リ
カ
の
動
き
は
、
日
本
こ
の
連
載
の
担
当
編
集
者
で
は
意
し
て
い
る
離
婚
。
合

意

で

き

圏

聞

圃

園

開

欝

灘

綴

錦

闇

…

イ

繍
露

伴

極
的
破
綻
主
義
、
財
産
分
与
、
勝
手
に
処
分
さ
れ
て
も
、
伺
の
な
が
ら
大
山
さ
ん
は
、
民
法
の
に
と
っ
て
委
参
考
に
な
る
。

な
い
が
(
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
l
で

な

い

も

の

は

一

婦

に

過

ぎ

な

い

闇

圃

闘

騒

綴

翻

繍

謬

Y

ヂ
藤
棚

女
性
の
地
位
向
上
と
離
婚
の
関
手
だ
て
も
無
い
。
釜
育
費
は
取
改
正
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障
現
状
を
見
て
五
年
は
妥
当
な
線
出
席
)
、
翌
-
著
か
ら
は
「
有
の
に
、
と
言
う
。
そ
れ
よ
り
も
薗
圃
圃
圃
圃
圃
鴫
ぽ
幾

雄
繍

勺
一
一議

醐
醐
繊
細
酬
い

圃
圃
・
・
・
圃
圃
圃
・
リ
γ潟草
-JF
機
灘
務
院
診
骨
品
輸

働
顕
髄
盛
合

係
か
ち
見
た
社
会
保
障
の
男
女
り
立
て
制
度
が
完
備
し
て
い
な
の
面
で
の
改
正
も
必
要
で
は
な
だ
と
思
う
し
、
別
居
審
判
を
し
識
者
の
中
に
は
、
女
性
の
弱
い
「
配
偶
者
か
ろ
の
暴
力
や
精
神
圏
圃
圃
圃
圃
圃
園
田
陣
酔
降
臨
齢
欝
鴻
繍
議
蜘
醐
醐
聾
し

格
差
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が
い
の
で
、
取
り
は
ぐ
れ
る
こ
と
い
か
と
提
起
。

た
ら
ど
患
と
も
思
う
」
と
話
立
場
に
理
解
の
な
い
人
が
多
的
遺
棄
を
明
記
す
る
こ
と
の
ほ
闇
圃
圃
闇
闇
盟
顔
線

機

騒

灘

耕

輔

謂

持
た
れ
た
。

は
必
至
。
八
八
年
の
母
子
世
帯
愚
も
議
論
が
沸
い
て
い
る
す
。
い
。
制
度
に
不
備
が
あ
る
の
で
う
が
よ
ほ
ど
大
切
。
有
費
配
偶
圃
圃
圃
圃
圃
圃
臨
臨
醐
閥
親
譲
窓
場
麓
臨
醐
麟
鞠
麟
鱗
鱗
欄
鶴
剣

闇
圃
圃
園
田
園
醐
醐
圃

J
一
、
一
ノ
甑
繍
髄
鰯
鰯
綴
麟
幽
明

真

基
調
報
告
の
中
で
、
大
山
美
調
査
で
も
、
養
育
資
を
「
受
け
『
五
年
以
上
別
居
』
条
項
に
つ
試
案
が
出
た
と
と
で
連
載
を
女
性
の
自
立
を
考
え
た
上
で
、
意
義
貴
国
偶
者
へ
の
離
婚
田
園
盟
副
園
携
す

劫

諸

嬢

務

畿

智
子
さ
ん
(
劃
委
員
長
)
は
、
「
弁
た
と
と
が
無
い
」
人
が
七
五
・
い
て
、
パ
、
不
ラ
1
の
一
人
で
、
行
っ
た
朝
日
新
聞
の
高
部
恭
子
改
正
し
て
ほ
し
い
」
と
の
コ
メ
を
五
年
と
い
う
期
間
だ
け
で
出
田
園
田
園
圃
臨
輔
蝉
掴
鰯
勝
略核

弘
滋
繍
鰯
翻
繍
繍
榊

謹
士
会
は
、
基
本
的
な
方
向
と
固
た
も
及
ん
で
い
る
。
年
金
ア
メ
リ
カ
各
州
の
法
律
に
詳
し
さ
ん
(
聞
東
京
本
社
学
芸
部
)
ン
ト
を
預
か
っ
た
と
言
、
っ
。
今
せ
る
乙
と
は
問
題
」
。
臨
闘
圃
園
田
署
闘
庫
管
量
産
麟
艦
隊
監
護

し
て
破
綻
主
義
だ
が
、
責
任
あ
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
を
見
て
い
棚
村
政
行
さ
ん
(
青
山
学
院
一
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
司
自
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
割
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
己
記
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
引
割
引
引
引
=
=
=
=
一
一
三
=
一-==一一-三-三一三
E
E
-
-

る
離
婚
を
考
え
た
時
、
そ
の
始
も
、
女
性
の
基
礎
年
金
は
男
性
大
学
教
授
)
は
、
か
つ
て
ア
メ
一
醐
醐
酬
醐
醐
酬
醐
醐
醐
醐
醐
醐
醐
醐
圃

全国婦人新聞

民法改正で

シンポジウム

検
討
事
項
多
い
改
正
試
案

女
性
の
貧
し
い
現
状
解
決
が
先
決

今
年
の
七
月
、
法
制
重
要
震
法
部
会
に
墾
ロ
・
了
承
さ
れ
た
「
婚
姻
制
度
等
に
関
す
る
民
法
改
正
要
項
試
案
」
(
以
下
、
言

葉
」
と
略
)
が
公
表
さ
れ
、
い
ま
、
各
界
各
層
か
ら
責
柔
め
る
と
い
、
つ
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
同
「
試
案
」
の
菱
重

点
は
、
①
婚
姻
最
低
年
齢
の
引
き
上
げ
(
男
女
と
も
十
八
歳
)
、
①
女
性
の
再
婚
禁
止
期
間
の
見
直
し
(
六
か
月
が
百
日
に
)
、

①
選
択
的
夫
婦
別
性
の
探
用
、
①
積
極
的
破
綻
主
義
を
導
入
し
「
五
年
以
上
の
別
居
」
で
離
婚
を
認
め
る
、

①
財
産
分
与
に
つ

い
て
、
「
二
分
の
一
ル
l
ル
」
を
取
り
入
れ
る
、
⑤
非
嫡
出
子
の
相
続
差
別
の
撤
廃
、
な
y-。
中
で
も
、

H

別
姓
u
と
H

離
婚
H

を
め
ぐ
っ
て
は
、
賛
否
両
論
様
々
韮
寛
が
あ
り
、
さ
ら
に
謹
識
の
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
そ
こ
で
、
十
一
月
十
言
、
東

京
弁
護
士
会
女
性
の
権
刺
に
関
す
る
委
員
会
が
主
催
し
た
、
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
離
婚
が
か
わ
る
り
安
住
で
き
な
い
『
要

の
座
』
」
ー
そ
の
少
量
}
あ
な
た
吊
rv
つ
自
立
す
る
か
|
(
於
・
東
京
弁
護
士
会
)
と
、
同
士
干
目
、
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室

が
開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
民
法
改
正
に
つ
い
て
考
え
る
会
」

(於
・
総
理
府
)
の
話
し
合
い
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

太田緑

さ
え
た
現
地
の
人
の
績
を
、
日
本
人

の
一
群
が
ス
タ
ス
タ
と
通
り
す
ぎ
、

ド
ア
マ
ン
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た

人
が
、
苦
笑
す
る
と
い
っ
た
場
面
に

も
何
回
か
出
会
い
ま
し
た
。

一
九
八
八
年
の
春
か
ら
六
年
余

り
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
ヨ
l
ロシ

パ
の
都
市
に
住
ん
で
み
て
、
共
通
し

て
感
心
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
子

ど
も
た
ち
の
行
儀
の
良
さ
が
挙
げ
ち

れ
ま
す
。
呉
邦
人
で
あ
る
私
に
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
で
顔
を
合
わ
せ
ば
必

ず
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
し
、
男
の

子
な
ど
、
十
歳
に
も
な
れ
ば
、
一
人

前
に
レ
デ
ィ

・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
遂
行

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
開
を
開
け
て

く
れ
(
イ
タ
リ
ア
の
ア
パ
ー
ト
は
廓

が
手
動
式
の
も
の
が
多
い
)
、
私
を

先
に
乗
せ
て
く
れ
た
あ
と
、
自
分
が

乗
り
込
み
扉
を
閉
め
、
お
も
む
ろ
に

降
り
る
階
を
訪
ね
ま
す
。
も
し
、
自

分
が
先
に
降
り
る
よ
う
な
場
合
だ
と

「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
の
挨
拶
は
欠
か

し
ま
せ
ん
。
特
別
の
ケ
1
ス
で
し
ょ

う
っ
て
?
い
え
い
え
、
相
当
な
腕
白

坊
主
で
も
、
大
人
の
女
性
が
一
緒
だ

と
突
然
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
変
身
す

る
の
で
す
。

行
儀
の
良
さ
と
い
え
ば
、
日
本
と

は
ま
た
遣
う
某
率
が
あ
る
み
た
い
で

す
。
た
と
え
ば
、
扉
の
開
閉
。
海
外

生
活
の
経
験
の
長
い
人
と
短
い
人
と

J
J
益
肉
ワ
、
、
手
a
仕
h
h
F川
J

ze
，F佐
胴

/
ν
v
w
v
w
二
『
t
t
ι
:
可''一
4
-

叩
歳
に
な
れ
ば
、
レ
デ
ィ
・
フ
ァ

ー
ス
ト
徹
底

日
本
と
は
違
う
基
準
だ
が

危
険
な
の
は
、
先
行
者
が
当
然
ド
者
な
の
で
す
か
。

ア
を
帽
押
さ
え
て
く
れ
る
と
思
っ
て
前
外
国
で
の
生
活
は
、
私
た
ち
自
身

進
す
る
と
、
押
え
て
く
れ
ず
跳
ね
返
が
同
じ
文
化
の
中
だ
け
で
生
活
し
て

っ
た
ド
ア
が
園
田
先
で
閉
ま
る
こ
と
で
い
る
だ
り
で
は
気
付
か
な
い
で
あ
ろ

す
。
後
ろ
の
人
に
対
し
て
無
関
心
な
う
、
様
々
な
生
活
習
慣
の
違
い
を
明

の
が
、
男
性
で
あ
っ
た
り
し
た
ら
、
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
日
本
の
方

特
に
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
が
よ
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
見

自
動
扉
も
よ
い
り
れ
ど
思
い
も
か
け
習
っ
て
改
良
の
余
地
あ
り
か
な
、
と

な
い
算
書
も
あ
る
も
の
で
す
。
思
う
こ
と
も
ま
ま
あ
り
ま
す
。
ひ
と

日
本
か
ら
や
っ
て
来
て
聞
も
な
い
く
ち
に
国
際
化
と
い
っ
て
も
何
も
か

青
年
が
、
レ
デ
ィ

・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
も
外
国
宝
亙
品
を
真
似
る
の
で
は
な

ローマ=最終回

が
、
実
は
簡
単
に
見
分
け
ら
れ
る
の

で
す
。
日
本
で
長
く
暮
ら
す
と
、
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
后
舗
な
ど
で
、

自
動
聞
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
後
ろ
の

人
の
た
め
に
扉
を
押
さ
-
え
て
お
く
と

い
う
よ
っ
な
気
遣
い
を
す
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
の
で
す
。

海
外
の
日
本
か
ら
の
観
光
客
の
多

い
ホ
テ
ル
の
入
り
口
な
ど
で
、
続
く

人
が
押
さ
え
る
の
を
代
わ
っ
て
く
れ

る
だ
る
っ
と
思
っ
て
廓
を
し
ば
し
押

第
一
部
は
加
藤
タ
キ
さ
ん
の
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
で
ア
ジ
ア
の
十

人
の
起
業
家
の
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ト
I
ク
」
。
主
友
芳
日
中
園
、

無
錫
市
利
夫
糖
葉
有
限
公
司
副

総
経
理
、
陳
済
生
日
北
京
市
医

薬
経
済
技
術
経
営
公
司
総
経

理
、
許
福
善
川
韓
国
第
一
重
機

工
業
会
長
、
エ
ペ
リ
ン
・
チ
ャ

ン
川
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
エ

ッ
セ

ン
社
長
、
ク
レ
ア
・
ヤ
ン
H
台

可
決
し
て
お
り
、
乙
れ
に
よ
っ

て
各
国
の
圏
内
承
認
手
続
き
が

加
速
さ
れ
る
の
は
確
実
。
一
九

四
八
年
に
発
足
し
た
ガ
ッ
ト
体

制
は
、

W
T
Oを
軸
に
、
新
た

な
貿
易
体
制
へ
と
踏
み
出
す
。

圃
高
田
ユ
リ
メ

λ
(主
婦
連

副
会
長
)
早
大
大
学
院
に
合
格

高
田
ユ
リ
さ
ん
(
七
八
)
が

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究

圏

w
T
o、
一
月
に
発
足
か

二
目
、
新
多
角
的
貿
易
究
費
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
)
合
意

に
基
づ
く
世
界
貿
易
機
関

(
W

T
O
)
協
定
の
締
結
承
認
案
と

食
糧
管
理
法
に
代
わ
る
新
食
糧

法
な
ど
の
関
連
法
案
が
自
民
、

社
会
、
さ
き
が
旬
、
改
革
な
ど

の
賛
成
多
数
で
衆
院
本
会
識
で

可
決
、
参
院
に
送
付
さ
れ
た
。

参
院
も
賛
成
多
数
で
成
立
す
る

見
通
し
ー
。

米
国
も
す
で
に
下
院
は
十
一

月
二
十
九
日
、
上
院
は
一
日
に

事
宮
)
が
説
明
し
、
人
見
康
子

さ
ん

(明
海
大
教
授
)
を
コ

l

デ
ゴ
ネ
l
タ
l
に
、
金
住
典
子

さ
ん

(弁
護
士
)
、
残
間
里
江

子
さ
ん

(メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
)
、
利
谷
信
義
さ
ん

(お
茶
の
水
女
子
大
教
授
)
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
話
し
合
っ

た
。パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
金
住
さ
ん
が
、
「
内

容
の
レ
ベ
ル
も
撤
密
で
、

一
般

の
人
に
オ
ー
プ
ン
に
し
た
と
と

は
評
価
で
き
る
」
と
し
な
が
ら

も
、
乙
の
試
案
に
か
け
て
い
る

の
は
「
男
女
平
等
に
な
れ
な
い

根
源
は
、
性
別
役
割
分
担
が
あ

る
と
い
う
視
点
が
欠
目
て
い
る

か
ら
だ
。
ひ
い
て
は
、
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
視
点
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
乙
と
だ
」と
指
摘
。

残
間
さ
ん
は
「
少
し
も
リ
ア
ル

じ
ゃ
な
い
し
、
少
し
も
前
と
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
、

利
谷
さ
ん
は
、
「
重
要
な
部
分

に
つ
い
て
の
検
討
課
題
が
多
過

ぎ
る
。こ
れ
が
最
大
の
問
題
だ
」

と
。会
場
か
ら
の
発
言
で
は
、
非

嫡
出
子
の
相
続
差
別
が
撤
廃
さ

科
の
社
会
人
入
試
に
合
格
。
夜

間
と
土
曜
日
に
聞
か
れ
る
同
研

究
科
の
「
環
境
問
題
と
法
」
講

座
で
、
来
年
四
月
か
ろ
修
士
課

程
を
学
ぶ
。

高
田
さ
ん
は
、
一
九
五

O
年

に
主
婦
連
合
会
に
入
り
、
主
に

商
品
テ
ス
ト
を
担
当
し
て
き

れ
て
い
る
点
で
は
、
賛
同
の
意

見
が
出
た
が
、
夫
婦
別
姓
に
つ

い
て
は
、
「
C
案
で
は
日
本
の

硬
直
性
を
感
じ
、
こ
れ
だ
け
は

反
対
し
た
い
」
(
利
谷
さ
ん
て

会
場
か
ら
も
「
こ
の
場
に
来
て

B
案
が
い
い
と
思
っ
た
」
「
婚

姻
後
の
民
の
変
更
が
も
っ
と
自

由
に
で
き
て
い
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
、

B
案
を
支
持
す
る

声
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
離
婚

に
つ
い
て
は
、
金
住
さ
ん
が
、

日
本
に
は
調
停
離
婚
と
い
う
制

度
が
あ
る
と
し
た
よ
で
、
日
本

の
女
性
の
貧
し
い
状
況
を
考
-
え

な
い
で
簡
単
に
五
年
別
居
の
み

で
離
婚
を
認
め
て
い
い
も
の

か
、
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

〉

仕
事
に
追
い
ま
く

一¥
ぽ
一

ら
れ
て
こ
れ
と
い
う

一
以

一
趣
味
も
持
て
な
い
の

/ι
¥だ
が
、
唯
一
の
楽
し

く
み
が
狂
言
の
鑑
賞
で

あ
る
。
あ
の
中
世
に
、
よ
く
も

権
威
を
吹
き
飛
ば
す
大
ち
か
な

笑
い
の
演
劇
が
で
き
た
も
の
と

感
心
す
る
V
年
に
一
度
、
京
都

の
茂
山
忠
三
郎
師
狂
言
会
に
行

く
。
こ
と
し
は
「
杢
ハ
駄
」

。

還
麗
を
過
ぎ
て
か
ち
演
ず
る
む

ず
か
し
い
曲
だ
。
舞
台
装
置
の

な
い
能
舞
台
で
、
大
雪
や
牛
の

群
れ
が
自
に
見
、
え
る
よ
う
な
演

技
に
堪
能
し
た
V
乙
の
秋
は
も

う
一
度
狂
言
を
楽
し
ん
だ
。
茂

山
千
作
襲
名
披
露
の
「
花
子
」
。

コ
ワ
l
イ
委
が
聞
い
て
い
る
と

も
知
ら
ず
、
そ
の
前
で
浮
気
話

を
語
る
男
の
お
か
し
さ
。
H

慈
H

と
い
う
も
の
を
感
ず
る
V
今
秋

も
う

一
つ
感
動
し
た
芝
居
は
、

河
東
け
い
さ
ん
の

一
人
芝
居

「母
」
だ
。
こ
れ
は
三
浦
綾
子

の
原
作
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作

家
小
林
多
喜
二
の
母
を
描
い
た

も
の。

訪
ず
れ
た
人
に
自
分
の

一生
を
物
語
る
と
い
う
構
成
に

な
っ
て
い
る
V
一
時
間
半
、
し

ゃ
べ
り
っ
放
し
の
舞
台。

本
物

の
多
喜
二
の
母
の
よ
う
な
錯
覚

に
迫
る
ほ
ど
の
熱
演
だ
。
語
り

の
中
で
、
貧
し
い
が
優
し
く
あ

た
た
か
い
多
喜
二
の
家
族
の
気

風
が
よ
く
わ
か
る
。そ
の
中
で
、

真
面
目
に
ひ
た
む
き
に
生
き
、

世
の
矛
盾
に
、
社
会
の
変
箪
を

め
ざ
し
た
多
喜
二
の
姿
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る

V
一
九
三
三

年
、
多
喜
二
は
築
地
署
に
逮
捕

さ
れ
そ
の
夜
拷
闘
で
虐
殺
さ
れ

た
。そ
の
死
体
に
絶
叫
す
る
母
。

「
ホ
レ

ッ
f
多
喜
一

7
・
も
う

一

度
立
っ
て
み
せ
ね
か
f
み
ん
な

の
た
め
に
立
っ
て
み
せ
ね
か

/」

。
思
わ
ず
一
夜
が
あ
ふ
れ
た

V
帰
り
が
け
学
生
ふ
う
の
若
い

女
性
二
人
が
話
し
あ

っ
て
い

た
。

「
信
じ
ら
れ
な
い
。
あ
ん

な
乙
と
が
あ
っ
た
な
ん
て
・:」
。

だ
が
こ
れ
は
歴
史
だ
。
六
十
年

前
の
日
本
の
現
実
だ
V
こ
の
と

き
多
喜
ニ
は
ま
だ
三
十
歳
。
作

家
活
動
を
始
め
て
四
年
に
す
ぎ

な
い
。
も
し
彼
が
生
き
て
い
た

ら
、
い
ま
九
十
一
歳
。
キ
ン
さ

ん
ギ
ン
さ
ん
よ
り
若
い
の
で
あ

る
V
河
東
さ
ん
は
関
西
の
新
劇

俳
優
。
た
ま
た
ま
だ
が
、
こ
の

秋
は
、
関
西
派
の
事
に
酔
っ
た
。

[高許]
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二
十
世
紀
を
揺
る
が
す
思
想
|

|

女
は
何
を
主
張
し
続
け
て
き
た
の
か

日
本
の
女
性
た
ち
が
、
自
ら
の
経
験
を
自
ら

の
言
葉
で
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
思
想
・
表
現
へ

と
熟
成
さ
せ
た
七

0
年
代
以
降
の
エ

ッ
セ
イ
、

論
文
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
蓄
積
を
、

最
新

の

視
点
か

ら
テ

l
マ
別
に
編
集

し
た
ア
ン
ソ
ロ

ジ
l
。
各
冊
に
明
快
な
解
説
を
付
す
。

第
一
・
二
回
〈
発
売
〉

日
リ
ヘ
フ
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

〈女
で
あ
る
こ
と
〉
の
解
放
を
自
ら
の
言
葉
で
模
索
し

た
思
想
H
リ
ブ
の
軌
跡
と、

現
在
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が

向
き
合
う
新
た
な
課
題
を
紹
介
。
一
解
説
]
上
野
千
鶴
子

園
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
理
論

あ
ら
ゆ
る
知
に
組
み
込
ま
れ
た
男
性
中
心
の
世
界
像
、

性
の
二
項
対
立
を
解
き
ほ
ぐ
す
〈
女
性
の
視
座
〉
は

う
に
可
能
か
。

一
解
説
}
江
原
由
美
子

定
価
各
二

O
O
O内
(
税
込
}

持労 定
価
二

O
O
O円

a込}

図
性
役
割
一溜
F
N日刊一

回

母

性

図
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

固
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

別
冊
男
性
学
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化りのQ場所

四季にうたう主主花との安感、 心を和ませ怒らしに張り をよみがえらせ

る四季の味ごよみ。人間の仕事が与える感動と興奮。疲れをやさしく

癒してくれる日常のいとなみの発見a 小さな世界を通して、大きない

のちの流れに気づかせてくれる魅力あふれる諮りかけ。

/ヨζζー一二二ニニニ一一ート 女たちに声援を送りつづけてきた
/争_1:: ・・t:~........ ~仏
l・-.J言1 ・・~.~'..IJ・・~圃.J 著者の最新のエッセイ集と

¥ミき±ー-ー竺w畑一竺雪予/ 書き下ろb・自らのべンの歩み。

東京都文京区本郷2-11-9
電話03(3813)4651(代表)

2月10回発売 -f-，.....J.午、井 A 砂士
メ/乙りり孤戸

オトコ4φ舎聯弘h凶業船社松会が州無鰍鮒数蜘批』に叩こ~5
えようとする女たち。彼女たちに伴走し、生き方をともに係るなかで.

夫婦と家族のありかた、女の友情と連帯、人権、戦争と平和、そして慾

法について考える。明日を妬く女たちの歌声が|証にえてくる。

2 

錦正で昧わい深い人間と自然への賛致。女性がいきいきと

笠きられる社会への夢。自由と平和への尽き広い憧れ。女

性という根を育てつつジャーナリストの仕事を拓いてきた

著者初のシリーズ。 46判 .u渇 定価各1800円③予価2400円

大月書庖

ザ 95年開発売一本のヘOン
噛軸 ~.1.誌は何-â:f!Jいできたか~

i友生殺と新懲法にあふれる希望を抱きジャーナリストの道を選ん

--者.そこで遭遇 したことは何か。自らのジャーナリズム現場体験

さまざまな人との出会いを過して、戦後日本のありかた、ジ‘ヤーナリス

トの姿勢について自らへの批判をこめ率直に諮る待望の容。
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ご
り
し
夫
、
」

〈主曜日〉

国
立
市
主
催

の
壁
乗
り
越
え

H

売
り
ど
き
M
で
、
ぞ
れ
に
オ

ジ
ン
が
群
が
る
の
だ
か
ち
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う
H

居
量

り
d

が
見
え
る
。
軍
大
の
悩
み

は
足
が
太
い
、
ス
タ
イ
ル
が
思

い
な
ど
。
男
の
子
か
ち
か
わ
い

い
と
思
わ
れ
る
女
の
子
に
な
ろ

う
と
必
死
に
努
力
し
て
い
る
盗

が
伺
え
る
」
と
話
し
、
原
因
さ

ん
は
そ
れ
を
「
(
中
学
か
ら
高

校
に
か
け
て
)
女
で
あ
る
こ
と

に
あ
き
色
め
て
い
く
」
と
言
い

か
え
る
。
三
人
の
話
宇
聞
い
て
「
と
れ

は
大
変
と
患
っ
た
」
と
富
三
の

は
竹
信
さ
ん
。
「
女
が
ラ
ク
だ

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
と、

取
材
を
通
し
て
見
た
H

厳
し
い

現
実
H

を
語
っ
た
o

H

ど
し
ゃ
降
り
d

と
一
百
わ
れ

1994年 12月 10B(餌3梱重別買物認可)第 1083号(揖3種郵便物毘可)

冬休み、恒例の児童出版社おすすめの一冊です。

かな思い出をつくります。
フ
エ

フ
ォ
ー
ラ
ム

て
い
く
」
と
言
う
の
は
、
中
・

高
一
貫
教
育
の
私
立
女
Z
宇
一
固

に
勤
務
す
る
原
因
さ
ん
。

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
高
校
生
に

N

ア
ル
セ
ラ
H

や
H

デ
l
ト
ク

ラ
ブ
N

を
ど
う
恩
ろ
か
聞
い
た
。

「
マ
ス
コ
ミ
の
騒
ぎ
過
ぎ
」
と

反
応
は
い
た
っ
て
ク
ー
ル
だ
っ

た
が
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は

「
自
由
恵
志
で
自
分
の
物
を
売

る
。
他
人
に
迷
惑
か
け
な
い
か

ら
構
わ
な
い
」
と
殆
ど
の
生
徒

が
容
恕
し
た
。

「
そ
乙
に
は
高
校
生
の
今
が

楽しい読書が豊

安司号 f、国〈主曜日〉

、-
、匝圃圃圃.

ス
ト
・

、、
、

る
就
職
難
。
や
っ
と
入
社
し
て

も
、
機
っ
か
安
企
業
は
結
婚

退
職
を
迫
る
。
摩
床
制
度
が
あ

っ
て
も
二
人
目
を
産
む
と
な
る

と
い
い
顔
さ
れ
な
い
。
コ
1
ス

別
で

一
般
職
を
選
ぶ
と
、
五
十

歳
で
も
、
二
十
五
、
六
歳
の
男

の
μ
同
僚
H

と
同
じ
給
料
。

そ
れ
で
は
会
社
を
や
め
て
専

業
士
薦
作
!
と
思
え
ば
、
民

法
改
正
〈
夫
の
自
由
恋
愛
で
も

五
年
の
別
居
で
離
婚
を
認
め

る
)
で
、
食
べ
色
れ
な
く
な
る
」

な
Y
迂
ど
。
良
い
の
は
学
生
ま

で
で
「
ぞ
の
先
何
を
し
た
い
か

見
極
め
て
い
な
い
と
大
変
な
固

に
合
う
。
女
は
甘
え
て
い
れ
ば

何
と
か
な
る
と
い
う
の
は
、
ハ

ッ
キ
リ
言
っ
て
ん
l
」
と
。

会
場
に
は
十
代
の
参
加
者
が

目
立
っ
た
。
「
女
性
を
差
別
し

た
覚
え
は
な
い
。
男
女
差
別
な

ん
て
存
在
し
な
い
」
と
い
う
男

性
の
意
見
に
、
「
足
は
踏
ま
れ

る
側
が
痛
い
の
だ
」
と
、
小
沢

さ
ん
。
「
で
は
、
ぼ
く
た
ち
は

ど
p
u
た
A
長
い
の
」
と
い
う

質
問
に
は
「
両
親
の
関
係
を
見

て
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
な
い

か
。
恋
人
と
の
闘
で
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
た
こ
と
は
な
い
か
。
そ
の

問
題
を
見
続
け
て
ほ
し
い
」
と

答
え
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
穏
を
聞
い
て

「
描
く
な
る
ば
か
り
。
も
っ
と

明
る
い
展
望
を
言
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
女
子
学
生
か
ら
の

要
望
T
|
。
竹
信
さ
ん
は
「
今
、

骨
藁
の
仕
組
み
が
行
き
詰
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
新
し
い
仕
組

女
子
学
生
就
職
支
援
シ
ン
ボ

流
通
、
メ
ー
カ
ー
、
旅
行
、
マ

ス
コ
ミ
で
働
く
六
人
の
先
語
が

自
分
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、

そ
の
業
界
の
女
性
の
状
況
を
説

明
。
大
体
、
十
年
く
ら
い
の
キ
ャ

リ
ア
の
人
が
中
心
で
「
当
時
は

女
子
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
と

た
「私
た
ち
の
就
職
手
帖
」
泌
を
す
る
の
は
本
当
に
女
性
を
使
と
ろ
自
体
が
少
な
か
っ
た
。
今

年
版
の
出
肢
を
記
念
し
て
行
わ
お
う
と
い
う
気
の
あ
る
と
こ
ろ
は
H
冬
H

の
状
況
と
は
い
え
門

れ
た
も
の
。
参
加
者
の
大
半
は
だ
り
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い
戸
自
体
は
広
い
の
だ
か
ら
」
と

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
に
入
る
大
会
社
。
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
藩一
ち
後
輩
を
瀬
励
。
大
手
出
版
社
の

学
三
年
生
の
女
子
学
生
で
、
先
つ
い
て
就
職
活
動
が
で
き
る
と
雑
誌
の
記
者
は
、
マ
ス
コ
ミ
志

趨
た
ち
の
言
に
真
剣
に
メ
モ
を
い
う
と
と
も
あ
る
。
四
年
生
で
望
一
本
だ
っ
た
が
全
部
失
敗
。

と
っ
て
い
た
。
今
、
就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
就
職
湿
人
で
が
ん
ば
っ
た
が
ダ

会
の
第

一
部
は
、
こ
の
「
就
人
も
、
希
望
を
捨
て
ず
、
あ
せ
ら
メ
。
仕
方
な
く
テ
レ
ビ
制
作
プ

職
手
帖
」
を
、
一
九
八
O
年
に
ず
台
織
活
動
を
つ
づ
け
よ
う
。
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
広
告
会
社
辱

創
刊
し
た
先
雌
の
ジ
ャ
l
ナ
リ
世
の
中
に
は
い
い
仕
事
ば
か
り
で
働
く
、

2
q
運
よ
く
、
申
途

ス
ト
・
福
沢
恵
子
さ
ん
の
構
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
辛
い
部
採
用
募
集
に
受
か
り
、
今
の
職

司
「
不
視
の
時
鋒
ι
か
ら
と
分
に
も
目
を
向
ロ
骨
つ
」
と
級
に
つ
い
た
経
験
を
語
り
「
新
卒

そ

、

と

い

う

利

点

も

あ

る

。

パ

励

。

で

ダ

メ

で

も

、

ひ

と

筋

に

が

ん

プ
ル
の
時
と
ち
が
い
、
今
採
用
第
二
部
は
、
金
融
、
商
社
、
ば
り
つ
づ
り
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は

あ
る
」
と
は
げ
ま
す
。
就
職
活

動
は
何
社
6
足
で
歩
き
、
く
や

し
い
患
い
も
す
る
が
「
避
も
あ

る
。
人
生
と
れ
で
決
一
ま
る
わ
け

こ

で
な
い
。
自
信
軒
持
っ
て
」
「
自

珊
分
が
ど
う
い
う
生
き
方
を
し
た

置
い
か
を
考
え
、
失
敗
を
恐
れ
ず

Ft

、-
勾

J
+'

焦
ら
ず
活
動
を
f

「
私
た
ち
の
就
職
手
帖
」
鉛
年
版
記
念

出
世
を
獲
得
し
た
乙
と
に
な
る
。

O
A
S
は
、
強
制
力
は
ま
だ

な
い
が
、
加
盟
各
国
の
法
的

政
治
的
改
革
を
促
寸
と
考
え
ち

「パ
引
川
川
削
引
引
引
4

愚
低
二
カ
国
の
批
准
を
得
れ
れ
て
い
る
。

保

川

崎

直

健
在
の
人
種
の
ひ
と
つ
(
摂
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ

米
州
機
締
(
O
A
S
)
は
、
力
の
支
配
を
受
け
な
い
権
利
)
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
条
約
批
准

三
年
の
協
臓
を
し
、
と
の
ほ
ど
に
つ
い
て
の
み
規
定
さ
れ
F告
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
困
難
な
闘

加
盟
各
国
は
M
女
性
に
対
す
る
界
初
の
条
約
成
立
と
な
る
。
い
が
あ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て

暴
力
H

に
責
涯
を
も
つ
べ
き
と
と
れ
に
よ
り
初
め
て
一
、
個
々
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
女

寸
る
条
約
を
承
認
し
た
。
の
女
性
は
国
際
機
関
に
対
し
、
性
に
対
す
る
察
力
が
国
際
的
人

こ
の
画
期
的
な
条
約
は
、

0

自
国
の
政
府
が
家
庭
内
暴
力
な
権
問
題
だ
と
尋
え
ら
れ
も
し
な

A
S
女
性
委
員
会
が
提
起
し
、
ど
ρ

壊
力
H

か
ら
自
売
を
守
つ
か
っ
た
。
と
の
考
え
方
は
、
ラ

六
月
の
総
会
で
一
承
刊
略
さ
れ
た
。
て
く
れ
な
い
、
と
訴
え
る
仕
組
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
諸

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
国
家
の
責
任

み
作
り
を
と
い
う
こ
と
。
将
来

は
け
し
て
附
く
な
い
」
と
。
小

沢
さ
ん
も
「
社
会
や
家
庭
で
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
噴
出
し
て
い

る
今
、
女
と
男
の
乗
り
入
れ
時

機
が
来
て
い
る
と
思
う
。
と
す

れ
ば
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」
と
。

「
P
ら
し
さ
'
の
価
値
観
に

と
色
わ
れ
ず
、
自
分
の
生
き
方

を
追
求
し
た
方
が
結
局
は
勝

ち
」
そ
ん
な
花
見
さ
ん
の
言
葉

で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉
じ
た
。

奪三
前
へ
進
も
う
」
と
後
輩
ヘ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

終
了
後
、
参
加
者
と
個
別
に

交
流
、
質
問
に
乙
た
え
て
い
た

が
、
ど
の
先
制
圃
の
前
に
も
長
い

列
が
つ
づ
い
た
。

な
者
私
た
ち
の
就
職
手
帖
」

は
、
一
九
八
O
年
の
創
刊
女

性
へ
門
声
を
広
げ
る
会
社
も
少

く
、
資
料
も
情
報
も
わ
ず
か
だ

っ
た
当
時
、
自
分
た
ち
の
手
で

必
要
な
情
報
を
集
め
ち
ゃ
お
う

と
、
早
大
の
学
生
だ
っ
た
福
沢

さ
ん
ち
数
人
が
、
学
園
祭
の
模

擬
庖
で
資
金
を
作
り
、
出
し
た

ミ
ニ
コ
ミ
が
第
一
号
。
以
後
首

都
圏
の
大
晶
子
全
部
に
広
が
り
、

そ
の
年
々
の
在
学
生
が
、
代
々

い
れ
か
わ
っ
て
編
集
号
行
。
と

と
し
の
邸
年
版
は
十
五
号
固
に

あ
た
る
。
こ
と
レ
は
W
A
V
E

出
版
が
発
行
し
て
く
れ
、
書
庖

で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ

た。
叩
四
年
版
は
、
就
職
活
動
の
す

す
笠
刀
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作

り
方
か
A
d
E
ま
り
、
足
で
あ
つ

め
た
人
気
会
社
の
働
き
心
地

(
な
か
な
か
辛
口
)
、
こ
と
レ

の
採
用
の
実
況
か
ら
H

セ
ク
ハ

ラ
面
伊
に
負
り
な
い
方
法
ま

で
指
南
し
て
い
る
。
千
二
百
円
。

国
で
起
こ
っ
た
の
で
す
」
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
女
性
人
権
ク

リ
ニ
y
ク
の
ロ
ン
ダ
・
コ
ー
プ

ロ
ン
は
言
う
。

各
国
が
批
准
し
て
も
、
現
実

の
変
革
は
、
個
々
の
女
性
の
条

約
の
認
織
と
実
力
に
か
か
っ
て

い
る
と
、
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
は
い
っ
て
い
る
。

コ
ス
タ
・
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
国
際
ラ
ジ
オ
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
マ
リ
ア
・
ス
エ
レ
ズ
は

「
国
際
的
法
に
守
A
れ
て
い
る

と
知
っ
た
な
色
、
女
性
た
ち
は

問
題
と
取
り
組
む
で
レ
ょ
う
」

と
語
っ
た
。

豆
ω
田
耳
b
E
宏

家
族
一

「ぼ

く

が

1

ば

ん

つ
よ
い
ん
だ
ぞ
f
」

伊
肇

究費
作・
絵

ポ
プ
ラ
社
刊

れ
て
い
ま
す
4
サ
ン
タ
ク
ロ
1

千
二
百
円

ス
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か

小
学
校
低
学
年
向
き

。
』
(
倍
成
社
刊

・
八
百
円
)
ゆ
」
こ
は
、
げ
ん
こ
つ
ょ
こ
ち

と
い
う
絵
本
に
も
な
っ
た
こ
の
よ
う
だ
。
だ
れ
が
き
め
た
か
っ

名
社
説
を
奮
い
た
の
は
離
な
の
で
?

も
ち
ろ
ん
ぼ
之
さ
。
も

か
、
質
問
を
し
た
少
女
は
ど
ん

な
人
生
を
送
っ
た
の
か
、
等
々

の
疑
問
に
応
、
え
て
生
ま
れ
た
の

が
こ
の
美
し
い
小
型
絵
本
で

す
。
教
師
と
な
っ
て
恵
ま
れ
な

い
平
ど
も
た
ち
に
尽
く
し
た
少

女
の
生
涯
を
適
し
て
、
自
に
見

え
な
い
も
の
、
心
の
大
切
さ
を

思
い
お
こ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
の

本
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た

り
の
、
大
人
に
も
子
ど
も
に
も

ぜ
ひ
続
ん
で
ほ
し
い

一
冊
で

す。

緒
に
読
ん
で
み
て
は

「
の

っ

ぽ

の

ミ

ニ

の

わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
」

。
、
は
禁
煙
室
一
百
を
し
、
マ
マ
は

「
サ
ン
空
の
友
だ

髭
を
ば
っ
さ
り
切
り
、
お
兄
ち

ち
パ
l
ジ
二
ア
」

ゃ
ん
ま
で
が
。
ミ
ニ
は
す
、
『サ
ン
タ
は
い
る
の
つ

一と

か
り
元
気
を
な
く
し
て
レ
ま

』

新
聞
社
へ
投
書
し
た
少
女

い
ま
す
。
お
と
づ
か
い
は
も
う

す村
上
ゆ
金
書

な
い
し
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
東
逸
子
絵

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
o
ぞ
と
で
、

借
成
社
刊

親
友
の
マ
エ
シ
と
力
室
百
わ
せ

干
二
百
円

て

o

小
学
校
高
学
年
以
よ

作
者
は
、

『か
ベ
に
プ
リ
ン
「
こ
の
世
に
夢
や
思
い
や
り
、

名
作
を
生
み
だ
し
つ
づ
り
φ
国
う
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
た

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家
の
↑
末
し
か
に
い
る
の
で
す
。
」

ス
ト
リ
ン
ガ
l
。
コ
ミ
y
ク
の

・
八
歳
の
少
女
か
ら
薪
聞
社

楽
し
さ
を
取
り
い
れ
た
軽
快
な
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
笛
τ

え
た

イ
ラ
ス
ト
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
こ
の
社
説
は
大
き
な
感
動
を
よ

の
子
ど
も
の
容
ち
し
を
伝
え
て
び
、
そ
の
後
百
年
も
の
問
、
ク

く

れ

ま

す

。

リ

ス

マ

ス

の

た

び

に

読

み

返

さ

引
ム

-
Y山

舎

や
S
市

山

由

恥

止

w
y叩

，P
S

F

印

刷
戸

'"噌'"発・4幡.，ω

訪
れ
た
動
物
園
は
、
北
海
道

か
民
再
縄
ま
で
八
十
一
一
圏
、
写

し
た
動
物
の
数
は
二
十
四
種
五

百
三
一
眼
。
毎
日
毎
日
動
物
の
僚

の
前
で
、
午
前
中
は
そ
の
動
物

が
一
番
い
い
顔
を
子
J
る
ま
で
ひ

島

た
す
ら
見
つ
づ
け
、
午
後
は
そ

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ・

主
ス
ト
リ
ン
ガ
i
作

c・
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
l
J
絵

川
西
芙
沙
訳

く
も
ん
出
版
刊

千
円
6
強
か
ら

みんなのかお
此輔、.叫出

も
う
す
ぐ
殺
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
。
ミ
ニ
は
家
族
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
一
所
懸
命
用
意
し
ま
し

た
。
パ
パ
に
は
オ
ル
ゴ
ー
ル
っ

き
灰
皿
、
?
?
に
は
整
ど
め
、

そ
し
て
お
兄
ち
ゃ
ん
に
は
乗
馬

用
の
む
ち
。
も
う
、
ミ
ニ
は
わ

く
わ
く
。
と
こ
ろ
が
突
然
、
パ

「
み
ん
主
の
か
お
」

事

ιつ
あ
き
hp写
真

少
た
き
ょ
う
こ
・
文

宿
音
館
書
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平
白
百
円

5
歳
ー
す
美
人
ま
で
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し
ず
つ
ア
レ
、ζ
〆
さ
れ
、
色

々
な
カ
レ
I
料
理
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
や
大
変
好
ま
れ
て

お
り
、
小
史
子
校
の
学
校
給

食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、

「引
引
|
l
u
引
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の地
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国
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比
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国
陣
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裁
裁
判
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事
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h
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へ

「

環
境・
人
口
与

是

の
自
己
凶
日
冊
目
時
器
量
区
立
蛎

X
刷
・9
3
0
・0
4
9
0

・
「国
際
協
力
」
市
民
フ
ォ
l
ラ

決
定
福
」

封

福

祉

会

館
(
抽
袋
駅
西
口
7
分
)

・
と
っ
て
恥
介
町〆
た
い
勝
利
判
浪
ム
別

①
「
N
G
O
愚
前
蹄
」
同
日
四
日
前
鉛
分
有
蝿
町
マ
リ
ハ
幡
明
彦
(
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
曙

1
1パ
イ
パ
1
ィ
、
婚
外
孟
前
日
日
四
日
時
と
よ
な
か
国
時
交
オ
ン
(
朝
日
新
聞
記
念
会
曲
H
F
)
金
幹
事
)
開
料
主
臨
夫
婦
別

げ
日
ω
は
時
世
谷
区
酌
労
福
祉
流
セ
ン
タ
ー
(
臨
急
・
豊
中
駅
叩
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
加
醸
シ
ア
エ
(
日
本
氏
の
法
制
化
を
実
属
す
歪
吉
迎
桔

全
曲
(
渋
谷
駅
ハ
チ
公
口
5
分
〉
分
)
早
田
宮
(
関
語
圏
陣
協
力
協
家
臨
剖
函
連
盟
金
量
)
、軍
関
鯛
崩
・

北
村
古
田
・
3
R
?
A
5
0
4

福
島
瑞
相
(
弁
明
暗
士
)
棚
円
器
調
会
隅
長
)
、
耕
運
雄
(
J
V
C
代
樋
口
忠
チ
(
女
性
と
飽
腰
ネ
フ
ト
ワ
5

組
合
桂
げ
時
玄
題
親
会

(2
0
0
謹
)
、
吉
田
智
チ
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
草
l
之
、

v
-w
e
e
Cン
Z
T
・
男
の
大
在
生

宜
の
大
積
抽
束

。
円
)
連
結
ι

住
民
票
間
柄
由
利
の
根
貿
易
安
吉
」
代
表
〉
ほ
か
淵
ル
・
E
N
G
E
N
D
E
R
プ
ロ
グ
ラ
加
日
同
問
問
犯
分
3
時
間
初
分

布〈流会
官
邸
・
3
3
0
2
・
3
J
4
円
迎
枯
酬
と
よ
な
か
国
際
空
柑
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)
パ
ネ
ル
デ
ィ
有
高
町
マ
リ
オ
ン
開
I
部
「
人
生

ー
l
i
l
-
-パ
H
i
l
l
i
-
-
-
l
」

ス
カ
よ
ョ
ン
・
M
-
F
a
b
E
O
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
曲
想
」
、
第
H
部
「
女

一
お

知

ら

せ

一

S
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
ガ
プ
リ
エ
ラ
)
、
と
男
の
た
め
の
大
後
始
末
大
詰

ー

ー

I
Bi
l
l
i
-
-
11
1
11

1

1

z

-

A
-
M
a
r
z
o
u
k
(エ
Y
座
」
吉
良
久
子
、
直
員
雅
子
、
吉
鼠

5
(
た
け
だ
・
8

堅

吾
郎
・
8
4
3
4
3
4
3
プ
ト
・
宜
住
N
G
O
)
、
角
田
尚
手
開
子
、
樋
口
問
字
、
石
毛
鎮
字
、
沖

・
ァ
BJを
知
る
・
ア
ヲ
シ
遜

・
幕
末
維
新
の
秋
田
地
方
の
草
署
(
市
民
フ
「
-
7
ム
ワ
6
0
1
)
、
藤
典
子
、
金
融
ト
シ
エ
、
塑
野
冊
子

ぶ
ウ
L
J
シ
ョ
ッ
プ
(
仮
称
)

の
志士
た
ち

芦
野
由
利
子
(
女
性
と
健
康
永
ッ
ト
ほ
か
っ
向
。
。
円
宮
盛
・
申
込

げ
自
由
同
日
時
中
野
区
民
告
醜
室
同
日
閣
は
両
文
京
区
民
セ
ン
タ
ワ
l
ク
)
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
・
み
匂
高
齢
社
会
を
よ
く
す
v

也
女
性
の

(
中
野
区
役
所
外
階
設
2
F
〉
l
(
地
腎
回
顧
)
吉
田
昭
描
(
軌
船
橋
邦
子
(
間
)
2
0
0
0
円
吉
E
m
・
3
3
5
6
・
3
5
6
4

『
外
国
の
教
科
曹
の
日
本
と
日
本
田
県
在
住

rJ一幕
末
推
新
史
研
究
者
)
主
催
・
問
合
せ
正
羽
国
輝
人
口
開
発
(
月

・水
・
金
)
、
F
A
X
ω
・3

人起

こ
光
社
・
日
本
の
高
校
生
が
1
0
8
円
差
・
君
白
九
十
主
要
性
と
撃
で
ト
ワ
l
ク
F
3
5
・
6
4
1

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
学
験
科
書
聖
嗣
九
里
震
託
研
究
会
E
m
・
3ク
ヲ
l

A
X
ω
-
Q
8
l
f
0
8
8
1

腕
)
を
組
材
に
意
見
交
醜
捌
円
・
4
A
X
R
M
U

・
連
続
学
留
金
「
外
国
人
家
旗
萱

連
絡
市
村
官
邸
・
3
4
H
V
8
4

・
国
際、
yン
ポ
カ
イ
ロ
発
北
京
録
靖
介
百
本
人
-戸時」

1994年 12月 10日

会

官

'除

ん
く
あ
る
か
?

あ
一
る
な
ら
い

っ
て
み
る
よ
。
げ
ん
と
っ
ぽ
か

ん
だ
ぞ
。
ー
ー
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
と

な
り
に
す
っ
と
く
強
宝
冠
女

の
子
が
や
っ
て
き
た
。
乙
2
E

ま
じ
ゃ
、
ぼ
く
の
よ
と
ち
ょ
う

が
と
ろ
れ
ち
↑ゃ
う
o
そ
乙
で
ぼ

く
は
、
強
/
h
な
る
た
め
の
修
業

の
品
目
一
を
し
た
と
き
パ
チ
リ
、
パ

チ
リ
と
撮
る
、
と
い
う
繰
り
返

し
の
三
年
間
。
一
日
に
一
頭
か

二
頭
撫
る
の
が
精
一
杯
。
写
真

を
撮
り
、
飼
育
係
の
人
た
ち
か

ら
話
を
聞
き
、
で
き
た
の
空
み

ん
な
の
か
お
」
で
す
。
月
刊
『
お

お
き
な
ポ
ケ
ッ
ト
』
一
九
九
二

年
四
月
号
か
ら
一
九
九
四
年
三

月
号
ま
で
の
二
年
間
掲
載
し
た

も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し

た。動
物
た
ち
の
表
情
豊
か
な
顔

を
じ
っ
く
り
ご

5
ん
く
だ
さ

し
V

匂ー
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主主量
つ、レ

詰Z弓

ZF警
:チ Tこ

け
ん
か
を
し
た
り
、
仲
良
く

な
っ
た
り
し
な
が
ら
成
宣
す
る

子
ど
も
の
気
持
ち
を
、
と
び
き

り
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
と
文
で
表
現

し
た
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
絵
本
。

「
一
年

一
組
せ
ん

せ

い
あ

の

ね
」

ー
ー
そ
れ
ケ
b
ー
ー

鹿
島
涌
夫
編
・写
真

対
談

灰
谷
健
次
郎

理
論
社
刊

千
五
百
円

平
ど
も
か
り
大
人
ま
で@ 

か

せ

の

つ

ら

い

症

状

を

貼

っ

て

お

さ

え

る

ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ッ
プ
剤

. 

，.--ー圃・ーーーーーー
":誰だって
:iカゼをひくほど
しひまじゃない。

ヤ

k
x
Aqサ。

"山

f
q
l
v

、一

-・

. 

亥
家
た
る

~凶悪
u
J
川下
JF

山一AnJ
ぷ
奈
川
、
ぷ
点
コ
…引い
お
ぬ
ぷ

J
R…

駐
車
転
f
H

れ
は
月
刊
誌
釘

世
田
被
幸
一
L
一一ま
)
r
h陰
湿
以
ふ
河
辺
止
に
津
波

せ

ん

o

と
も

5
2
5

カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
が
、
乙
自
分
で
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
を

日
本
に
は
明
治
初
期

今
日
の
よ
う
な
パ
ウ
ダ
ー
の
と
と
で
す
。
日
本
に
は
関
『
西
岸
料
理
通
』
(
仮
名
垣
れ
ほ
ど
好
か
れ
る
最
大
の
理
作
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま

イ
ギ
リ
ス
か
ら
渡
米

状
に
プ
レ
ン
ド
レ
た
も
の
治
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
か
ち
混
魯
文
者
)
と
言
わ
れ
て
い
ま
由
は
、
数
多
く
の
ス
パ
イ
ス
し
た
。

カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
は
本
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
開
発
し

:

l

j7

が
プ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
る
か
カ
レ

i
き
ん
、
カ
ッ
カ

イ
ン
ド
を
皆
、
算
で
一
た
も
の
で
す
。
カ
レ
l
パ
ウ

z・4
U
Zず

八

亦

協

似

ゆ

一

ち
で
す
。
ス
パ
イ
ス
童
晶
レ
l
d
レ
l
パ
ン
な
ど
は
、

番
親
し
ま
れ
て
い
る
プ
レ
ン
ダ
l
は
『
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
』

，F

P

¥

ト
・

ま

ご

ム

4

ダ
で
使
う
と
、
ス
パ
イ
ス
の
番
皇
人
が
工
夫
し
て
寒
喧
し

ド
ス
パ
イ
ス
で
す
。
カ
レ
ー

を
辰
吉
、
ィ
ギ
J
ス
本
国

語

熱

耐

F

1汁
」
刊
d
切

り
味
を
直
接
暁
わ
う

Eに
な
た
料
理
で
す
が
、
豊
で
は
、

ー

届
議
危
m

a

v
b
一
ご
存
し

当

1

は
、
南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
l
ル
と
イ
ン
ド
闘
を
航
行
す
る
、

』

似

麟

憎

'
a
w
一
石
川
う

で

hv

ト

り
、
好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
カ
レ
l
料
理
の
仕
上
げ
に
刀

語
の
『
汁
』
『
ソ
l
ス
』
を
船
員
と
東
イ
ン
ド
会
社
の
奴

a
μ凶pre-
-
L

力

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
複
数
ラ
ム
マ
サ
ラ
や
、
ホ
ー
ル
系

意
味
す
る
k
a
r
i
か

ち

転

菰

た

ち

の

た

め

に

押

色

れ

た

を

ブ

レ

ン

ド

す

る

と

、

ス

パ

の

ス

パ

イ

ス

を

切

り

刻

ん

で

枕
し
た
も
の
で
す
。
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
o
来
し
、
西
洋
料
理
の
発
遥
に
す
。
明
治
ω
年
頃
に
は
、
レ
カ
レ
!
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
イ
ス
の
香
味
を
お
互
い
に
消
加
え
て
楽
し
む
人
が
増
支
て

料
理
に
広
く
使
わ
れ
ま
す
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
が
世
界
霊
要
な
役
割
を
果
し
ま
し
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
も
の
が
、
人
気
が
あ
る
と
言
し
合
い
、
ま
と
ま
っ
た
番
聴
い
る
よ
う
で
す
。

が
、
イ
ン
ド
だ
か
ら
と
い
っ
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
レ
ー
の
調
理
法
を
国
カ
レ
ー
が
登
場
し
て
い
ま
わ
れ
て
い
ま
す
o
そ
の
た
め
と
な
り
食
べ
や
す
く
な
る
の
(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

て
、
何
で
も
か
ん
で
も
カ
レ
た
の
は
、
回
世
紀
末
に
ク
ロ
内
で
始
め
て
紹
介
し
た
の
は
す
。
か
、
日
本
の
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
で
す
。
市
販
の
カ
レ
l
パ
ウ
量
制
牢
研
究
所
/本
文
・

1
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
て
い
る
ス

・
ア
ン
ド

・
ブ
ラ
y

ク
ウ
『
西
洋
料
理
指
南
』
(
敬
学
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
1
の
生
産
量
は
、
今
や
世
界
ダ
l
を
ベ
ー
ス
に
、
何
品
か
武
政
一二
男
/
イ
ラ
ス
ト
細

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ェ
ル
社
が
量
化
レ
て
か
ら
室
主
'金
、
明
治
百
年
也
、
た
料
理
は
、
世
界
各
国
で
少
第
2
位
。
言
う
聞
で
も
な
く
の
ス
パ
イ
ス
を
更
に
加
え

回
貞
一
)

圭
一一宣言
=一
主
三
主
主
主
主
=
=一一一三三一三室
=EZE=一=z-=三====
一-一三三三一ZE↓=三=一三Ez--==一=E===三一
一=一=一三三=三=======一空=一三一三=一三喜一三一三==一三重主=三E==三三三
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三
喜
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=
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は
ち
ょ
っ

同
事

ど

会失

L 
λ
ノ
A
H
V

ど
和
久
井
峡
日
九

暢崎嶋眺

明司験

向吋匂

う
ま
ー

ド
ト
な
川
こ
れ
か
っ
。

「
の

ど

ご

し

快

問

。
愛

だ

け

の

民

川

恥

サ
ン
ト
M
E
I
!

、

J
ツ
]

笑
い
と
涙
を
亭
ん
で
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た

『
一
牢
一
組

せ
ん
せ
い
あ
の
ね
』
が
出
版
さ

れ
た
の
は
一
九
八
一
年
、

『続

|
|
』

は
八
四
年
で
す
。
今
回

十
年
を
経
て
続
巻
二
冊
が
出
ま

し
た
。
『
-
-
ー
そ
れ
か
ち
』
と

『
|
|
い
ま
も
』
の
二
冊
。

鹿
島
学
級
で
は
毎
年
一
学
期

が
は
じ
ま
る
と
、
生
徒
た
ち
は

「
あ
の
ね
帳
」
を
一
冊
ず
つ
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
回
、
学

校
や
家
で
あ
っ
た
出
来
ご
と
を

詩
に
書
く
の
で
す
。

こ
う
し
て
出
来
よ
が
っ
た
の

が
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
記
録
で
あ

る
と
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
鹿
島

先
申
方
撮
っ
た
表
情
史
跡
な

子
ど
も
た
ち
の
写
真
と
と
も
に

詩
を
読
ん
で
い
く
と
、
や
っ
ぱ

り
子
ど
も
っ
て
す
ば
ら
し
い
な

と
、
あ
ち
た
め
て
思
い
ま
す
。

巻
末
の
灰
谷
先
生
と
の
対
談

は
、
歪
ヨ
の
教
育
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
示
唆
に
富
ん
で
い
ま

す。

.a.‘ 

• 
. 畠_.
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お
い
し
さ
を
つ
く
る

k鼎ミきu・~，有 ュメン P

一年一極
せんせいあのね
み

*i 
か
ら

鹿
島
里
衆

医
奇
鎗
波
留
野

三
百
六
十
五
日
の

@ 

「
サ
ン
ヲ
ウ
ロ
ー
ス

の
お

く

り

も

の
」

E
・ク
ラ
l
ク
作

J
・オ
ー
ム
ロ
ッ
ド
絵

戸
田
早
阻
紋

金
の
星
社
刊

千
五
百
円

幼
児
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
、
と
て

も
さ
む
い
夜
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

の
、
と
し
お
い
た
ロ
パ
が
、
た

べ
も
の
を
さ
か
し
て
、
こ
お
り

つ
い
た
草
地
f
g
cま
よ
っ
て
い

ま
し
た
。
ロ
パ
に
は
だ
れ
ひ
と

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
て
く

れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。す
る
と
、

ど
と
か
と
お
く
の
空
か
ら
、
銀

の
鈴
の
音
と
、
ひ
づ
め
の
音
が
、

き
と
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き

た
の
で
す
。
す
て
き
な
友
だ
ち

と
あ
た
た
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
、
だ
れ
よ
り
も
必
要
と
し
て

い
た
ロ
パ
に
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

B
E
C
絞
送
で
ド
ラ
マ
化
さ

れ
た
作
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、

上
田
で
美
し
い
さ
し
絵
を
そ
え

て
、
索
朴
な
心
あ
た
た
ま
る
絵

本
に
な
2
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

力ヨ7・'JIi
捗ぜ'/t.，フ

-これらの医薬品はr使用上の注意」をよ〈読んで正しくお使いください。

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

亀寧

お

属

け

し

ま

す

。

. 

培 '・.
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・ a ・場

白

壁

を

、
石

垣

を

，辱

1ひきは…体
力ヨナ-JI;
| 眠くなりにくいカセヨ.，

ご

家

庭

に

旬

の

よ

ろ

】

』

び

• 

緑

の

風

が

吹

き

ぬ

け

る

|

|

歴
史
が
息
づ
く
矯
州

議

野
、

鎗

-
』
の
美
し
い
国
の

美

し

い

風

土

か

ら

、

• 

お

い

し

さ

を

発

信

し

ま

す

。
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ご
り
し
夫
、
」

〈主曜日〉

国
立
市
主
催

の
壁
乗
り
越
え

H

売
り
ど
き
M
で
、
ぞ
れ
に
オ

ジ
ン
が
群
が
る
の
だ
か
ち
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う
H

居
量

り
d

が
見
え
る
。
軍
大
の
悩
み

は
足
が
太
い
、
ス
タ
イ
ル
が
思

い
な
ど
。
男
の
子
か
ち
か
わ
い

い
と
思
わ
れ
る
女
の
子
に
な
ろ

う
と
必
死
に
努
力
し
て
い
る
盗

が
伺
え
る
」
と
話
し
、
原
因
さ

ん
は
そ
れ
を
「
(
中
学
か
ら
高

校
に
か
け
て
)
女
で
あ
る
こ
と

に
あ
き
色
め
て
い
く
」
と
言
い

か
え
る
。
三
人
の
話
宇
聞
い
て
「
と
れ

は
大
変
と
患
っ
た
」
と
富
三
の

は
竹
信
さ
ん
。
「
女
が
ラ
ク
だ

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
と、

取
材
を
通
し
て
見
た
H

厳
し
い

現
実
H

を
語
っ
た
o

H

ど
し
ゃ
降
り
d

と
一
百
わ
れ

1994年 12月 10B(餌3梱重別買物認可)第 1083号(揖3種郵便物毘可)
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かな思い出をつくります。
フ
エ

フ
ォ
ー
ラ
ム

て
い
く
」
と
言
う
の
は
、
中
・

高
一
貫
教
育
の
私
立
女
Z
宇
一
固

に
勤
務
す
る
原
因
さ
ん
。

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
高
校
生
に

N

ア
ル
セ
ラ
H

や
H

デ
l
ト
ク

ラ
ブ
N

を
ど
う
恩
ろ
か
聞
い
た
。

「
マ
ス
コ
ミ
の
騒
ぎ
過
ぎ
」
と

反
応
は
い
た
っ
て
ク
ー
ル
だ
っ

た
が
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は

「
自
由
恵
志
で
自
分
の
物
を
売

る
。
他
人
に
迷
惑
か
け
な
い
か

ら
構
わ
な
い
」
と
殆
ど
の
生
徒

が
容
恕
し
た
。

「
そ
乙
に
は
高
校
生
の
今
が

楽しい読書が豊

安司号 f、国〈主曜日〉

、-
、匝圃圃圃.

ス
ト
・

、、
、

る
就
職
難
。
や
っ
と
入
社
し
て

も
、
機
っ
か
安
企
業
は
結
婚

退
職
を
迫
る
。
摩
床
制
度
が
あ

っ
て
も
二
人
目
を
産
む
と
な
る

と
い
い
顔
さ
れ
な
い
。
コ
1
ス

別
で

一
般
職
を
選
ぶ
と
、
五
十

歳
で
も
、
二
十
五
、
六
歳
の
男

の
μ
同
僚
H

と
同
じ
給
料
。

そ
れ
で
は
会
社
を
や
め
て
専

業
士
薦
作
!
と
思
え
ば
、
民

法
改
正
〈
夫
の
自
由
恋
愛
で
も

五
年
の
別
居
で
離
婚
を
認
め

る
)
で
、
食
べ
色
れ
な
く
な
る
」

な
Y
迂
ど
。
良
い
の
は
学
生
ま

で
で
「
ぞ
の
先
何
を
し
た
い
か

見
極
め
て
い
な
い
と
大
変
な
固

に
合
う
。
女
は
甘
え
て
い
れ
ば

何
と
か
な
る
と
い
う
の
は
、
ハ

ッ
キ
リ
言
っ
て
ん
l
」
と
。

会
場
に
は
十
代
の
参
加
者
が

目
立
っ
た
。
「
女
性
を
差
別
し

た
覚
え
は
な
い
。
男
女
差
別
な

ん
て
存
在
し
な
い
」
と
い
う
男

性
の
意
見
に
、
「
足
は
踏
ま
れ

る
側
が
痛
い
の
だ
」
と
、
小
沢

さ
ん
。
「
で
は
、
ぼ
く
た
ち
は

ど
p
u
た
A
長
い
の
」
と
い
う

質
問
に
は
「
両
親
の
関
係
を
見

て
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
な
い

か
。
恋
人
と
の
闘
で
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
た
こ
と
は
な
い
か
。
そ
の

問
題
を
見
続
け
て
ほ
し
い
」
と

答
え
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
穏
を
聞
い
て

「
描
く
な
る
ば
か
り
。
も
っ
と

明
る
い
展
望
を
言
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
女
子
学
生
か
ら
の

要
望
T
|
。
竹
信
さ
ん
は
「
今
、

骨
藁
の
仕
組
み
が
行
き
詰
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
新
し
い
仕
組

女
子
学
生
就
職
支
援
シ
ン
ボ

流
通
、
メ
ー
カ
ー
、
旅
行
、
マ

ス
コ
ミ
で
働
く
六
人
の
先
語
が

自
分
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、

そ
の
業
界
の
女
性
の
状
況
を
説

明
。
大
体
、
十
年
く
ら
い
の
キ
ャ

リ
ア
の
人
が
中
心
で
「
当
時
は

女
子
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
と

た
「私
た
ち
の
就
職
手
帖
」
泌
を
す
る
の
は
本
当
に
女
性
を
使
と
ろ
自
体
が
少
な
か
っ
た
。
今

年
版
の
出
肢
を
記
念
し
て
行
わ
お
う
と
い
う
気
の
あ
る
と
こ
ろ
は
H
冬
H

の
状
況
と
は
い
え
門

れ
た
も
の
。
参
加
者
の
大
半
は
だ
り
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い
戸
自
体
は
広
い
の
だ
か
ら
」
と

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
に
入
る
大
会
社
。
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
藩一
ち
後
輩
を
瀬
励
。
大
手
出
版
社
の

学
三
年
生
の
女
子
学
生
で
、
先
つ
い
て
就
職
活
動
が
で
き
る
と
雑
誌
の
記
者
は
、
マ
ス
コ
ミ
志

趨
た
ち
の
言
に
真
剣
に
メ
モ
を
い
う
と
と
も
あ
る
。
四
年
生
で
望
一
本
だ
っ
た
が
全
部
失
敗
。

と
っ
て
い
た
。
今
、
就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
就
職
湿
人
で
が
ん
ば
っ
た
が
ダ

会
の
第

一
部
は
、
こ
の
「
就
人
も
、
希
望
を
捨
て
ず
、
あ
せ
ら
メ
。
仕
方
な
く
テ
レ
ビ
制
作
プ

職
手
帖
」
を
、
一
九
八
O
年
に
ず
台
織
活
動
を
つ
づ
け
よ
う
。
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
広
告
会
社
辱

創
刊
し
た
先
雌
の
ジ
ャ
l
ナ
リ
世
の
中
に
は
い
い
仕
事
ば
か
り
で
働
く
、

2
q
運
よ
く
、
申
途

ス
ト
・
福
沢
恵
子
さ
ん
の
構
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
辛
い
部
採
用
募
集
に
受
か
り
、
今
の
職

司
「
不
視
の
時
鋒
ι
か
ら
と
分
に
も
目
を
向
ロ
骨
つ
」
と
級
に
つ
い
た
経
験
を
語
り
「
新
卒

そ

、

と

い

う

利

点

も

あ

る

。

パ

励

。

で

ダ

メ

で

も

、

ひ

と

筋

に

が

ん

プ
ル
の
時
と
ち
が
い
、
今
採
用
第
二
部
は
、
金
融
、
商
社
、
ば
り
つ
づ
り
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は

あ
る
」
と
は
げ
ま
す
。
就
職
活

動
は
何
社
6
足
で
歩
き
、
く
や

し
い
患
い
も
す
る
が
「
避
も
あ

る
。
人
生
と
れ
で
決
一
ま
る
わ
け

こ

で
な
い
。
自
信
軒
持
っ
て
」
「
自

珊
分
が
ど
う
い
う
生
き
方
を
し
た

置
い
か
を
考
え
、
失
敗
を
恐
れ
ず

Ft

、-
勾

J
+'

焦
ら
ず
活
動
を
f

「
私
た
ち
の
就
職
手
帖
」
鉛
年
版
記
念

出
世
を
獲
得
し
た
乙
と
に
な
る
。

O
A
S
は
、
強
制
力
は
ま
だ

な
い
が
、
加
盟
各
国
の
法
的

政
治
的
改
革
を
促
寸
と
考
え
ち

「パ
引
川
川
削
引
引
引
4

愚
低
二
カ
国
の
批
准
を
得
れ
れ
て
い
る
。

保

川

崎

直

健
在
の
人
種
の
ひ
と
つ
(
摂
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ

米
州
機
締
(
O
A
S
)
は
、
力
の
支
配
を
受
け
な
い
権
利
)
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
は
、
条
約
批
准

三
年
の
協
臓
を
し
、
と
の
ほ
ど
に
つ
い
て
の
み
規
定
さ
れ
F告
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
困
難
な
闘

加
盟
各
国
は
M
女
性
に
対
す
る
界
初
の
条
約
成
立
と
な
る
。
い
が
あ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て

暴
力
H

に
責
涯
を
も
つ
べ
き
と
と
れ
に
よ
り
初
め
て
一
、
個
々
い
る
。
「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
女

寸
る
条
約
を
承
認
し
た
。
の
女
性
は
国
際
機
関
に
対
し
、
性
に
対
す
る
察
力
が
国
際
的
人

こ
の
画
期
的
な
条
約
は
、

0

自
国
の
政
府
が
家
庭
内
暴
力
な
権
問
題
だ
と
尋
え
ら
れ
も
し
な

A
S
女
性
委
員
会
が
提
起
し
、
ど
ρ

壊
力
H

か
ら
自
売
を
守
つ
か
っ
た
。
と
の
考
え
方
は
、
ラ

六
月
の
総
会
で
一
承
刊
略
さ
れ
た
。
て
く
れ
な
い
、
と
訴
え
る
仕
組
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
諸

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
国
家
の
責
任

み
作
り
を
と
い
う
こ
と
。
将
来

は
け
し
て
附
く
な
い
」
と
。
小

沢
さ
ん
も
「
社
会
や
家
庭
で
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
噴
出
し
て
い

る
今
、
女
と
男
の
乗
り
入
れ
時

機
が
来
て
い
る
と
思
う
。
と
す

れ
ば
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
」
と
。

「
P
ら
し
さ
'
の
価
値
観
に

と
色
わ
れ
ず
、
自
分
の
生
き
方

を
追
求
し
た
方
が
結
局
は
勝

ち
」
そ
ん
な
花
見
さ
ん
の
言
葉

で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉
じ
た
。

奪三
前
へ
進
も
う
」
と
後
輩
ヘ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

終
了
後
、
参
加
者
と
個
別
に

交
流
、
質
問
に
乙
た
え
て
い
た

が
、
ど
の
先
制
圃
の
前
に
も
長
い

列
が
つ
づ
い
た
。

な
者
私
た
ち
の
就
職
手
帖
」

は
、
一
九
八
O
年
の
創
刊
女

性
へ
門
声
を
広
げ
る
会
社
も
少

く
、
資
料
も
情
報
も
わ
ず
か
だ

っ
た
当
時
、
自
分
た
ち
の
手
で

必
要
な
情
報
を
集
め
ち
ゃ
お
う

と
、
早
大
の
学
生
だ
っ
た
福
沢

さ
ん
ち
数
人
が
、
学
園
祭
の
模

擬
庖
で
資
金
を
作
り
、
出
し
た

ミ
ニ
コ
ミ
が
第
一
号
。
以
後
首

都
圏
の
大
晶
子
全
部
に
広
が
り
、

そ
の
年
々
の
在
学
生
が
、
代
々

い
れ
か
わ
っ
て
編
集
号
行
。
と

と
し
の
邸
年
版
は
十
五
号
固
に

あ
た
る
。
こ
と
レ
は
W
A
V
E

出
版
が
発
行
し
て
く
れ
、
書
庖

で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ

た。
叩
四
年
版
は
、
就
職
活
動
の
す

す
笠
刀
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作

り
方
か
A
d
E
ま
り
、
足
で
あ
つ

め
た
人
気
会
社
の
働
き
心
地

(
な
か
な
か
辛
口
)
、
こ
と
レ

の
採
用
の
実
況
か
ら
H

セ
ク
ハ

ラ
面
伊
に
負
り
な
い
方
法
ま

で
指
南
し
て
い
る
。
千
二
百
円
。

国
で
起
こ
っ
た
の
で
す
」
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
女
性
人
権
ク

リ
ニ
y
ク
の
ロ
ン
ダ
・
コ
ー
プ

ロ
ン
は
言
う
。

各
国
が
批
准
し
て
も
、
現
実

の
変
革
は
、
個
々
の
女
性
の
条

約
の
認
織
と
実
力
に
か
か
っ
て

い
る
と
、
多
く
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
は
い
っ
て
い
る
。

コ
ス
タ
・
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
国
際
ラ
ジ
オ
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
マ
リ
ア
・
ス
エ
レ
ズ
は

「
国
際
的
法
に
守
A
れ
て
い
る

と
知
っ
た
な
色
、
女
性
た
ち
は

問
題
と
取
り
組
む
で
レ
ょ
う
」

と
語
っ
た
。

豆
ω
田
耳
b
E
宏

家
族
一

「ぼ

く

が

1

ば

ん

つ
よ
い
ん
だ
ぞ
f
」

伊
肇

究費
作・
絵

ポ
プ
ラ
社
刊

れ
て
い
ま
す
4
サ
ン
タ
ク
ロ
1

千
二
百
円

ス
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か

小
学
校
低
学
年
向
き

。
』
(
倍
成
社
刊

・
八
百
円
)
ゆ
」
こ
は
、
げ
ん
こ
つ
ょ
こ
ち

と
い
う
絵
本
に
も
な
っ
た
こ
の
よ
う
だ
。
だ
れ
が
き
め
た
か
っ

名
社
説
を
奮
い
た
の
は
離
な
の
で
?

も
ち
ろ
ん
ぼ
之
さ
。
も

か
、
質
問
を
し
た
少
女
は
ど
ん

な
人
生
を
送
っ
た
の
か
、
等
々

の
疑
問
に
応
、
え
て
生
ま
れ
た
の

が
こ
の
美
し
い
小
型
絵
本
で

す
。
教
師
と
な
っ
て
恵
ま
れ
な

い
平
ど
も
た
ち
に
尽
く
し
た
少

女
の
生
涯
を
適
し
て
、
自
に
見

え
な
い
も
の
、
心
の
大
切
さ
を

思
い
お
こ
さ
せ
て
く
れ
る
こ
の

本
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た

り
の
、
大
人
に
も
子
ど
も
に
も

ぜ
ひ
続
ん
で
ほ
し
い

一
冊
で

す。

緒
に
読
ん
で
み
て
は

「
の

っ

ぽ

の

ミ

ニ

の

わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
」

。
、
は
禁
煙
室
一
百
を
し
、
マ
マ
は

「
サ
ン
空
の
友
だ

髭
を
ば
っ
さ
り
切
り
、
お
兄
ち

ち
パ
l
ジ
二
ア
」

ゃ
ん
ま
で
が
。
ミ
ニ
は
す
、
『サ
ン
タ
は
い
る
の
つ

一と

か
り
元
気
を
な
く
し
て
レ
ま

』

新
聞
社
へ
投
書
し
た
少
女

い
ま
す
。
お
と
づ
か
い
は
も
う

す村
上
ゆ
金
書

な
い
し
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
東
逸
子
絵

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
o
ぞ
と
で
、

借
成
社
刊

親
友
の
マ
エ
シ
と
力
室
百
わ
せ

干
二
百
円

て

o

小
学
校
高
学
年
以
よ

作
者
は
、

『か
ベ
に
プ
リ
ン
「
こ
の
世
に
夢
や
思
い
や
り
、

名
作
を
生
み
だ
し
つ
づ
り
φ
国
う
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
た

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家
の
↑
末
し
か
に
い
る
の
で
す
。
」

ス
ト
リ
ン
ガ
l
。
コ
ミ
y
ク
の

・
八
歳
の
少
女
か
ら
薪
聞
社

楽
し
さ
を
取
り
い
れ
た
軽
快
な
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
笛
τ

え
た

イ
ラ
ス
ト
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
こ
の
社
説
は
大
き
な
感
動
を
よ

の
子
ど
も
の
容
ち
し
を
伝
え
て
び
、
そ
の
後
百
年
も
の
問
、
ク

く

れ

ま

す

。

リ

ス

マ

ス

の

た

び

に

読

み

返

さ

引
ム

-
Y山

舎

や
S
市

山

由

恥

止

w
y叩

，P
S

F

印

刷
戸

'"噌'"発・4幡.，ω

訪
れ
た
動
物
園
は
、
北
海
道

か
民
再
縄
ま
で
八
十
一
一
圏
、
写

し
た
動
物
の
数
は
二
十
四
種
五

百
三
一
眼
。
毎
日
毎
日
動
物
の
僚

の
前
で
、
午
前
中
は
そ
の
動
物

が
一
番
い
い
顔
を
子
J
る
ま
で
ひ

島

た
す
ら
見
つ
づ
け
、
午
後
は
そ

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ・

主
ス
ト
リ
ン
ガ
i
作

c・
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
l
J
絵

川
西
芙
沙
訳

く
も
ん
出
版
刊

千
円
6
強
か
ら

みんなのかお
此輔、.叫出

も
う
す
ぐ
殺
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
。
ミ
ニ
は
家
族
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
一
所
懸
命
用
意
し
ま
し

た
。
パ
パ
に
は
オ
ル
ゴ
ー
ル
っ

き
灰
皿
、
?
?
に
は
整
ど
め
、

そ
し
て
お
兄
ち
ゃ
ん
に
は
乗
馬

用
の
む
ち
。
も
う
、
ミ
ニ
は
わ

く
わ
く
。
と
こ
ろ
が
突
然
、
パ

「
み
ん
主
の
か
お
」

事

ιつ
あ
き
hp写
真

少
た
き
ょ
う
こ
・
文

宿
音
館
書
届

平
白
百
円

5
歳
ー
す
美
人
ま
で

e
 
• 

.
 
川
付
叩
.
園

恥むv
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…e

l
白

.
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'
ο
.
何

@

i

，

》

.0

.

@
 

.

.
 

o
 

し
ず
つ
ア
レ
、ζ
〆
さ
れ
、
色

々
な
カ
レ
I
料
理
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
や
大
変
好
ま
れ
て

お
り
、
小
史
子
校
の
学
校
給

食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、

「引
引
|
l
u
引
}

女
性
の地
位

国
際
比
較
」

・
国
陣
仲
裁
裁
判
房
成
功
寄付
事

「
h
い
1
1い
げ
」
ロ
日
同
日
時
国
立
教
育
会
曲
山
曜
い
・
皿

-
「
民
閉
幕
盈
構
想
」
白
紙
撤
回
号
室
(
地
・
虎
ノ
門
以
)
坂
東
寓
げ
日
ω
日
時
初
日
刀
田
博
英
和
宜

一
を
祖
害
者
の
つ
ど
い
理
子
(
総
理
府
男
女
共
同
書
園
芸
学
院
小
学
部
閉
盟
主
世
間
合
せ

一

日
日
岡
山
崎
全
盛
盃
(
査
長

)
i
l円
問
合
せ
あ
回
開
仲
裁
裁
判
を
成
功
さ
せ
個
人

一
橋
駅
函
口
5
3
+
リ
ア
・
ロ
サ
と
ら
官
邸
-
q
E
z
-
-
4
1
賠
償
を
尖
現
さ
せ
る
直
格
喜
ω
・

一・

ル
ナ
・
へ
ん
ソ
ン
ヘ
フ
ィ
リ
ピ

・
女
性
の
昇
格
・
塁
・

費
別
買

2
6
3
・
1
74

一
ン
)
、
金
柿
先
(
開
国
)
ほ
か
間

金
調
求
載
判
惜
聴

・

戦

争

・平
和

A

「、
立
た
ち
に

一
色
せ
τ

ハ
ル
モ
主
主
主
え
愛
国
首
相
時
間
京
地
持
母
桂

関
わ
れ
て
い
る
も
の
パ
l
ト
E

一宮
ω
・3

?

?

7

9

1

廷

(

地

・
置
ケ
関
駅
)
芝
信
金
・

日
ω
は
時
間
京
都
宮
器
開

一
・
晴
選
獲
得
同
盟
創
立
河
周
年
也
竹
村
人
事
部
副
都
墨
尋
問
セ
ン
タ
増
田
れ
い
子
(
ジ
ベ

一
議

室

・
悪
態
M
H
F
書
裁
判
憎
聴

ナ
リ
ス
ト
)
隅
料
要
予
約
申

一

ロ
日
開
問
時
釦
分
開
選
会
曲
目
日
刷
川
時
山
分
車
京
地
割
川
込
弔
弔
問
セ
ン
タ
ー
古
田

q
対
看
u

一
(
新
宿
品
駅
南
口
7
8
「
捕
命
獲
号
法
逗
路
了
後
懇
割
合
連
結

5
・
↓
ム
4
0

一
博
問
題
の
沿
革
に
つ
い
て
」
久
保
公
小
西
事
暗
所
官
邸
・
3
3
i
0
6

・
セ
ミ
ナ
ー
「世
界の
監
閣
改
革

一
子

(

岡

市

川

田

桂

配

意

金

事

帯

周

5

8

1

運

動

」

一
塁
)
、
「
近
代
史
に
お
け
る
帽
選
擾

・
朝
鮮
文
化
情
匝
⑪「
祖
国
に
お

げ
自
由
M
時
明
治
大
学
大
学
院

一
樽
運
動
に
つ
い
て
」
佐
藤
能
丸
(
早

け
る
法
的
地
位
』

寺

会

開

室

(

御

茶

ノ

水

容

易

)

一
拍
回
大
冊
師
)
問
料
申
込
み
回
目
側
同
時
泊
分
早
稲
田
幸
仕
「
刑
間
取
革
イ
ン
タ
ー
す
γ
ョ
ナ
ル

一
嗣
甫
川
周
枝
記
念
会
官
m
・
2
F
圃
(
地
西
早
椙
田
駅
下
品
)
金
世
界
大
会
に
害
加
し
て
」
開
設
雄
一

一
0
・
1

i

籍

〈

草

士

)

1

6

1

円

、

(

#

陸

士

)

、

コ

メ

ン

ト

・
刑
事
立

)
一
・
連
講
座
「
皇

室
議
へ
の

学
生
側
円
主
催
側
早
稲
面
軍
仕
法
研
究
会
、
憲
入
楠
セ
ン
タ
ー
般

は
一
道
」
①
「
算

出
宜
・
皇
室

1

里
ω
・2

1

・
3

1

立

に

つ

い

て

量

議

会

セ

ン

タ

l

硝

鋼

生

直

結

阿

部

F

A

9

5

E

へ

「

環
境・
人
口
与

是

の
自
己
凶
日
冊
目
時
器
量
区
立
蛎

X
刷
・9
3
0
・0
4
9
0

・
「国
際
協
力
」
市
民
フ
ォ
l
ラ

決
定
福
」

封

福

祉

会

館
(
抽
袋
駅
西
口
7
分
)

・
と
っ
て
恥
介
町〆
た
い
勝
利
判
浪
ム
別

①
「
N
G
O
愚
前
蹄
」
同
日
四
日
前
鉛
分
有
蝿
町
マ
リ
ハ
幡
明
彦
(
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
曙

1
1パ
イ
パ
1
ィ
、
婚
外
孟
前
日
日
四
日
時
と
よ
な
か
国
時
交
オ
ン
(
朝
日
新
聞
記
念
会
曲
H
F
)
金
幹
事
)
開
料
主
臨
夫
婦
別

げ
日
ω
は
時
世
谷
区
酌
労
福
祉
流
セ
ン
タ
ー
(
臨
急
・
豊
中
駅
叩
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
加
醸
シ
ア
エ
(
日
本
氏
の
法
制
化
を
実
属
す
歪
吉
迎
桔

全
曲
(
渋
谷
駅
ハ
チ
公
口
5
分
〉
分
)
早
田
宮
(
関
語
圏
陣
協
力
協
家
臨
剖
函
連
盟
金
量
)
、軍
関
鯛
崩
・

北
村
古
田
・
3
R
?
A
5
0
4

福
島
瑞
相
(
弁
明
暗
士
)
棚
円
器
調
会
隅
長
)
、
耕
運
雄
(
J
V
C
代
樋
口
忠
チ
(
女
性
と
飽
腰
ネ
フ
ト
ワ
5

組
合
桂
げ
時
玄
題
親
会

(2
0
0
謹
)
、
吉
田
智
チ
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
草
l
之
、

v
-w
e
e
Cン
Z
T
・
男
の
大
在
生

宜
の
大
積
抽
束

。
円
)
連
結
ι

住
民
票
間
柄
由
利
の
根
貿
易
安
吉
」
代
表
〉
ほ
か
淵
ル
・
E
N
G
E
N
D
E
R
プ
ロ
グ
ラ
加
日
同
問
問
犯
分
3
時
間
初
分

布〈流会
官
邸
・
3
3
0
2
・
3
J
4
円
迎
枯
酬
と
よ
な
か
国
際
空
柑
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)
パ
ネ
ル
デ
ィ
有
高
町
マ
リ
オ
ン
開
I
部
「
人
生

ー
l
i
l
-
-パ
H
i
l
l
i
-
-
-
l
」

ス
カ
よ
ョ
ン
・
M
-
F
a
b
E
O
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
曲
想
」
、
第
H
部
「
女

一
お

知

ら

せ

一

S
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
ガ
プ
リ
エ
ラ
)
、
と
男
の
た
め
の
大
後
始
末
大
詰

ー

ー

I
Bi
l
l
i
-
-
11
1
11

1

1

z

-

A
-
M
a
r
z
o
u
k
(エ
Y
座
」
吉
良
久
子
、
直
員
雅
子
、
吉
鼠

5
(
た
け
だ
・
8

堅

吾
郎
・
8
4
3
4
3
4
3
プ
ト
・
宜
住
N
G
O
)
、
角
田
尚
手
開
子
、
樋
口
問
字
、
石
毛
鎮
字
、
沖

・
ァ
BJを
知
る
・
ア
ヲ
シ
遜

・
幕
末
維
新
の
秋
田
地
方
の
草
署
(
市
民
フ
「
-
7
ム
ワ
6
0
1
)
、
藤
典
子
、
金
融
ト
シ
エ
、
塑
野
冊
子

ぶ
ウ
L
J
シ
ョ
ッ
プ
(
仮
称
)

の
志士
た
ち

芦
野
由
利
子
(
女
性
と
健
康
永
ッ
ト
ほ
か
っ
向
。
。
円
宮
盛
・
申
込

げ
自
由
同
日
時
中
野
区
民
告
醜
室
同
日
閣
は
両
文
京
区
民
セ
ン
タ
ワ
l
ク
)
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
・
み
匂
高
齢
社
会
を
よ
く
す
v

也
女
性
の

(
中
野
区
役
所
外
階
設
2
F
〉
l
(
地
腎
回
顧
)
吉
田
昭
描
(
軌
船
橋
邦
子
(
間
)
2
0
0
0
円
吉
E
m
・
3
3
5
6
・
3
5
6
4

『
外
国
の
教
科
曹
の
日
本
と
日
本
田
県
在
住

rJ一幕
末
推
新
史
研
究
者
)
主
催
・
問
合
せ
正
羽
国
輝
人
口
開
発
(
月

・水
・
金
)
、
F
A
X
ω
・3

人起

こ
光
社
・
日
本
の
高
校
生
が
1
0
8
円
差
・
君
白
九
十
主
要
性
と
撃
で
ト
ワ
l
ク
F
3
5
・
6
4
1

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
学
験
科
書
聖
嗣
九
里
震
託
研
究
会
E
m
・
3ク
ヲ
l

A
X
ω
-
Q
8
l
f
0
8
8
1

腕
)
を
組
材
に
意
見
交
醜
捌
円
・
4
A
X
R
M
U

・
連
続
学
留
金
「
外
国
人
家
旗
萱

連
絡
市
村
官
邸
・
3
4
H
V
8
4

・
国
際、
yン
ポ
カ
イ
ロ
発
北
京
録
靖
介
百
本
人
-戸時」

1994年 12月 10日

会

官

'除

ん
く
あ
る
か
?

あ
一
る
な
ら
い

っ
て
み
る
よ
。
げ
ん
と
っ
ぽ
か

ん
だ
ぞ
。
ー
ー
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
と

な
り
に
す
っ
と
く
強
宝
冠
女

の
子
が
や
っ
て
き
た
。
乙
2
E

ま
じ
ゃ
、
ぼ
く
の
よ
と
ち
ょ
う

が
と
ろ
れ
ち
↑ゃ
う
o
そ
乙
で
ぼ

く
は
、
強
/
h
な
る
た
め
の
修
業

の
品
目
一
を
し
た
と
き
パ
チ
リ
、
パ

チ
リ
と
撮
る
、
と
い
う
繰
り
返

し
の
三
年
間
。
一
日
に
一
頭
か

二
頭
撫
る
の
が
精
一
杯
。
写
真

を
撮
り
、
飼
育
係
の
人
た
ち
か

ら
話
を
聞
き
、
で
き
た
の
空
み

ん
な
の
か
お
」
で
す
。
月
刊
『
お

お
き
な
ポ
ケ
ッ
ト
』
一
九
九
二

年
四
月
号
か
ら
一
九
九
四
年
三

月
号
ま
で
の
二
年
間
掲
載
し
た

も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し

た。動
物
た
ち
の
表
情
豊
か
な
顔

を
じ
っ
く
り
ご

5
ん
く
だ
さ

し
V
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:チ Tこ

け
ん
か
を
し
た
り
、
仲
良
く

な
っ
た
り
し
な
が
ら
成
宣
す
る

子
ど
も
の
気
持
ち
を
、
と
び
き

り
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
と
文
で
表
現

し
た
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
絵
本
。

「
一
年

一
組
せ
ん

せ

い
あ

の

ね
」

ー
ー
そ
れ
ケ
b
ー
ー

鹿
島
涌
夫
編
・写
真

対
談

灰
谷
健
次
郎

理
論
社
刊

千
五
百
円

平
ど
も
か
り
大
人
ま
で@ 

か

せ

の

つ

ら

い

症

状

を

貼

っ

て

お

さ

え

る

ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ッ
プ
剤

. 

，.--ー圃・ーーーーーー
":誰だって
:iカゼをひくほど
しひまじゃない。

ヤ

k
x
Aqサ。

"山

f
q
l
v

、一

-・

. 

亥
家
た
る

~凶悪
u
J
川下
JF

山一AnJ
ぷ
奈
川
、
ぷ
点
コ
…引い
お
ぬ
ぷ

J
R…

駐
車
転
f
H

れ
は
月
刊
誌
釘

世
田
被
幸
一
L
一一ま
)
r
h陰
湿
以
ふ
河
辺
止
に
津
波

せ

ん

o

と
も

5
2
5

カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
が
、
乙
自
分
で
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
を

日
本
に
は
明
治
初
期

今
日
の
よ
う
な
パ
ウ
ダ
ー
の
と
と
で
す
。
日
本
に
は
関
『
西
岸
料
理
通
』
(
仮
名
垣
れ
ほ
ど
好
か
れ
る
最
大
の
理
作
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま

イ
ギ
リ
ス
か
ら
渡
米

状
に
プ
レ
ン
ド
レ
た
も
の
治
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
か
ち
混
魯
文
者
)
と
言
わ
れ
て
い
ま
由
は
、
数
多
く
の
ス
パ
イ
ス
し
た
。

カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
は
本
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
開
発
し

:

l

j7

が
プ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
る
か
カ
レ

i
き
ん
、
カ
ッ
カ

イ
ン
ド
を
皆
、
算
で
一
た
も
の
で
す
。
カ
レ
l
パ
ウ

z・4
U
Zず

八

亦

協

似

ゆ

一

ち
で
す
。
ス
パ
イ
ス
童
晶
レ
l
d
レ
l
パ
ン
な
ど
は
、

番
親
し
ま
れ
て
い
る
プ
レ
ン
ダ
l
は
『
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
』

，F

P

¥

ト
・

ま

ご

ム

4

ダ
で
使
う
と
、
ス
パ
イ
ス
の
番
皇
人
が
工
夫
し
て
寒
喧
し

ド
ス
パ
イ
ス
で
す
。
カ
レ
ー

を
辰
吉
、
ィ
ギ
J
ス
本
国

語

熱

耐

F

1汁
」
刊
d
切

り
味
を
直
接
暁
わ
う

Eに
な
た
料
理
で
す
が
、
豊
で
は
、

ー

届
議
危
m

a

v
b
一
ご
存
し

当

1

は
、
南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
l
ル
と
イ
ン
ド
闘
を
航
行
す
る
、

』

似

麟

憎

'
a
w
一
石
川
う

で

hv

ト

り
、
好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
カ
レ
l
料
理
の
仕
上
げ
に
刀

語
の
『
汁
』
『
ソ
l
ス
』
を
船
員
と
東
イ
ン
ド
会
社
の
奴

a
μ凶pre-
-
L

力

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
複
数
ラ
ム
マ
サ
ラ
や
、
ホ
ー
ル
系

意
味
す
る
k
a
r
i
か

ち

転

菰

た

ち

の

た

め

に

押

色

れ

た

を

ブ

レ

ン

ド

す

る

と

、

ス

パ

の

ス

パ

イ

ス

を

切

り

刻

ん

で

枕
し
た
も
の
で
す
。
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
o
来
し
、
西
洋
料
理
の
発
遥
に
す
。
明
治
ω
年
頃
に
は
、
レ
カ
レ
!
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
イ
ス
の
香
味
を
お
互
い
に
消
加
え
て
楽
し
む
人
が
増
支
て

料
理
に
広
く
使
わ
れ
ま
す
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
が
世
界
霊
要
な
役
割
を
果
し
ま
し
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
も
の
が
、
人
気
が
あ
る
と
言
し
合
い
、
ま
と
ま
っ
た
番
聴
い
る
よ
う
で
す
。

が
、
イ
ン
ド
だ
か
ら
と
い
っ
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
レ
ー
の
調
理
法
を
国
カ
レ
ー
が
登
場
し
て
い
ま
わ
れ
て
い
ま
す
o
そ
の
た
め
と
な
り
食
べ
や
す
く
な
る
の
(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

て
、
何
で
も
か
ん
で
も
カ
レ
た
の
は
、
回
世
紀
末
に
ク
ロ
内
で
始
め
て
紹
介
し
た
の
は
す
。
か
、
日
本
の
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
で
す
。
市
販
の
カ
レ
l
パ
ウ
量
制
牢
研
究
所
/本
文
・

1
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
て
い
る
ス

・
ア
ン
ド

・
ブ
ラ
y

ク
ウ
『
西
洋
料
理
指
南
』
(
敬
学
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
1
の
生
産
量
は
、
今
や
世
界
ダ
l
を
ベ
ー
ス
に
、
何
品
か
武
政
一二
男
/
イ
ラ
ス
ト
細

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ェ
ル
社
が
量
化
レ
て
か
ら
室
主
'金
、
明
治
百
年
也
、
た
料
理
は
、
世
界
各
国
で
少
第
2
位
。
言
う
聞
で
も
な
く
の
ス
パ
イ
ス
を
更
に
加
え

回
貞
一
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は
ち
ょ
っ

同
事

ど

会失

L 
λ
ノ
A
H
V

ど
和
久
井
峡
日
九

暢崎嶋眺

明司験

向吋匂

う
ま
ー

ド
ト
な
川
こ
れ
か
っ
。

「
の

ど

ご

し

快

問

。
愛

だ

け

の

民

川

恥

サ
ン
ト
M
E
I
!

、

J
ツ
]

笑
い
と
涙
を
亭
ん
で
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た

『
一
牢
一
組

せ
ん
せ
い
あ
の
ね
』
が
出
版
さ

れ
た
の
は
一
九
八
一
年
、

『続

|
|
』

は
八
四
年
で
す
。
今
回

十
年
を
経
て
続
巻
二
冊
が
出
ま

し
た
。
『
-
-
ー
そ
れ
か
ち
』
と

『
|
|
い
ま
も
』
の
二
冊
。

鹿
島
学
級
で
は
毎
年
一
学
期

が
は
じ
ま
る
と
、
生
徒
た
ち
は

「
あ
の
ね
帳
」
を
一
冊
ず
つ
も

ら
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
回
、
学

校
や
家
で
あ
っ
た
出
来
ご
と
を

詩
に
書
く
の
で
す
。

こ
う
し
て
出
来
よ
が
っ
た
の

が
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
記
録
で
あ

る
と
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
鹿
島

先
申
方
撮
っ
た
表
情
史
跡
な

子
ど
も
た
ち
の
写
真
と
と
も
に

詩
を
読
ん
で
い
く
と
、
や
っ
ぱ

り
子
ど
も
っ
て
す
ば
ら
し
い
な

と
、
あ
ち
た
め
て
思
い
ま
す
。

巻
末
の
灰
谷
先
生
と
の
対
談

は
、
歪
ヨ
の
教
育
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
示
唆
に
富
ん
で
い
ま

す。

.a.‘ 
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お
い
し
さ
を
つ
く
る

k鼎ミきu・~，有 ュメン P

一年一極
せんせいあのね
み

*i 
か
ら

鹿
島
里
衆

医
奇
鎗
波
留
野

三
百
六
十
五
日
の

@ 

「
サ
ン
ヲ
ウ
ロ
ー
ス

の
お

く

り

も

の
」

E
・ク
ラ
l
ク
作

J
・オ
ー
ム
ロ
ッ
ド
絵

戸
田
早
阻
紋

金
の
星
社
刊

千
五
百
円

幼
児
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
、
と
て

も
さ
む
い
夜
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

の
、
と
し
お
い
た
ロ
パ
が
、
た

べ
も
の
を
さ
か
し
て
、
こ
お
り

つ
い
た
草
地
f
g
cま
よ
っ
て
い

ま
し
た
。
ロ
パ
に
は
だ
れ
ひ
と

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
て
く

れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。す
る
と
、

ど
と
か
と
お
く
の
空
か
ら
、
銀

の
鈴
の
音
と
、
ひ
づ
め
の
音
が
、

き
と
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き

た
の
で
す
。
す
て
き
な
友
だ
ち

と
あ
た
た
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
、
だ
れ
よ
り
も
必
要
と
し
て

い
た
ロ
パ
に
、
と
て
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
が
お
こ
り
ま
す
。

B
E
C
絞
送
で
ド
ラ
マ
化
さ

れ
た
作
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、

上
田
で
美
し
い
さ
し
絵
を
そ
え

て
、
索
朴
な
心
あ
た
た
ま
る
絵

本
に
な
2
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

力ヨ7・'JIi
捗ぜ'/t.，フ

-これらの医薬品はr使用上の注意」をよ〈読んで正しくお使いください。

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

亀寧

お

属

け

し

ま

す

。

. 

培 '・.

カゼは、ひ主はじめが!日 -['0i肉体カセ"xょカコナ ノレはカら1:'の内I!!IIカ白らあたためてカゼの初期
の Iln~j'l 状によく幼き tす。 ソ'ク y ときた勺す n .t、。カコナールてJじ 31な~i'過ごL ましょう 。

・ a ・場

白

壁

を

、
石
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を

，辱

1ひきは…体
力ヨナ-JI;
| 眠くなりにくいカセヨ.，

ご

家

庭

に

旬

の

よ

ろ

】

』

び

• 

緑

の

風

が

吹

き

ぬ

け

る

|

|

歴
史
が
息
づ
く
矯
州

議

野
、

鎗

-
』
の
美
し
い
国
の

美

し

い

風

土

か

ら

、

• 

お

い

し

さ

を

発

信

し

ま

す

。
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フ

ス

ト

ロ

、

ガ

ノ

フ

、

が

、

わ
0
家
の
キ
ッ
チ
ン
て
も
作
れ
ま
す
。

秘
訣
は
、
仕
上
げ
の
サ
ワ
ー
ク
リ
!
ム
。

安斎 f、来斤陪胃国壬~第 1083号

函ハウス食品

(第3種郵便物甥可)
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わ
が
家
で
、
ピ
ス
ト
ロ
の
あ
の
味
を
。

ハ
ウ
ス
が
作
り
た
〈
て
た
ま
ら
な
か
っ
た

ぴ
す
と
ろ
厨
房
「
ピ
l
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
」
新
発
売
。

気
取
ら
な
い
。
飾
ら
な
い
。
で
も
、
味
は
し
つ
か
り
九
。

お
底
で
吾一

本
当
に
お
い
レ
、
し
い
も
の
は
、
意
外
と
気
さ
く
な
雰
囲
気
の
な
か
に

あ
る
も
の
で
す
。
ハ
ウ
ス
は
そ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を
求
め
て
、

び
す
と
ろ
厨
房
「
ピ

1
フ
ス
卜
ロ
ガ
ノ
フ
」
を
作
り
ま
し
た
。

仕
上
げ
に
、
特
製
サ
ワ
i
ク
リ
ー
ム
ソ
l
ス。

び
す
と
ろ
厨
房
だ
け
の
，
』
だ
わ
り
で
す
。

ま
ず
は
脂
身
の
少
な
い
薄
切
り
牛
肉
、
玉
葱
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
を

妙
め
、
旨
味
を
引
き
出
し
、
コ
ト
コ
卜
煮
込
み
ま
す
。

本
格
的
な
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
l
ス
を
べ
1
ス
と
し
た
ル
ウ
を
加
え
、

さ
ら
に
煮
込
み
ま
す
。

間
切
-
約
一

キ
理
ル

i

そ
し
て
、
仕
上
げ
は
発
酵
札
を
使
っ
た

以
山
間

特
製
サ
ワ
l
ク
リ
ー
ム
ソ
l
ス
。

倒

閣

一

み

素
材
と
素
材
の
個
性
が
溶
け
合
っ
た

沈

綜

仙

こ
く
と
ま
ろ
や
か
さ
に
、
き
わ
や
か
な

F
Mn
K
M
M

酸
味
が
加
わ
り
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
味
が
・
』
ん
な
に
手
軽
に
。

そ
れ
が
ハ
ウ
ス
び
す

t
ろ
厨
房
で
す
。

*
ビ
1
7
1
ト
ロ
カ
ノ
フ

同
世
紀
後
半
に
ロ
シ
ア
の
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
伯
爵
家
に
仕
え
た

フ
ラ
ン
ス
人
シ
ヱ
7
が
考
案
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

込んだら、仕上がりに椅釦サ

ワークリームソースを加えて畦

〈且ぜる.

平
成
7
年
度
「
全
国
統
一
防
火
標
語
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
郵
便
は
が
き
1
枚
に
つ
き
作
品
1
点
を
書
き
、

住
所
・氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
年
齢
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
の
う
え
、
〒
山
東
京
都
千
代
田
区

神
田
淡
路
町
2
1
9
日
本
損
害
保
険
協
会
「
防
火
標
語
」

N
係
ま
で
。

な
お
郵
便
は
が
き
以
外
の
応
募
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。
{
締
切
}
平
成
7
年
2
月
旧
日
(
金
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕

{
賞
}
入
賞
作
品

(
1
点
)
に

賞
金
却
万
円
、
佳
作
(
加
点
)
に
は
賞
金
各
2
万
円
を
贈
呈
。
{
発
表
}
週
刊
ポ
ス
ト
(
平
成
7
年
3
月
幻
日
発
売
・

4
月
7
日
号
)
、
週
刊
現
代
(
平
成
7
年
3
月
幻
自
発
売
・
4
月
8
日
号
)
、
週
刊
朝
日
(
平
成
7
年
3
月
お
日
発

売
・4
月
7
日
号
)
、
週
刊
女
性
(
平
成
7
年
3
月
お
日
発
売

4
月
刊
日
号
)
、
女
性
自
身
(
平
成
7
年
3
月
お

日
発
売

4
月
日
日
号)、

ω刀、
P

、
(
平
成
7
年
3
月刊日
日
発
売

4
月
5
日
号
)
、
週
刊
文
春
(
平
成
7
年
3
月

却
日
発
売
・4
月
6
日
号
)
、
主
婦
の
友
(
平
成
7
年
4
月
2
日
発
売
・

5
月
号
)
、

ω工
O
豆
U

一z。
(
平
成
7
年
4

月
日
日
発
売
・

5
月
号
)
誌
上
で
発
表
。
入
賞
者
本
人
に
も
直
接
ご
通
知
し
ま
す
。

※
同
一
作
品
は
抽
選
に
よ
っ
て
遊
ば
せ
て
頂
き
ま
す
。
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
協
会
に
帰
属
し
、

作
品
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

鍾3
選3
撞3
漣3
唾3

-火災の原因が「地震」だと、火災保険では補償の対象になりません。
地震等による火災(延焼損害も含みます)によって建物、家財{こ体じた加害は、火災保険ては補償の対象に

なりません。

(;主)ただし火災保険では、地震等を原因とする火災によって建物が半焼以上となった場合に限り、地震火災費用

保険金(火災保険のご契約金署員の5%，300万円限度)が臨時に生じる費用をまかなうものとして支払われま久

-地震災害や地震による二次災害には、地震保険を。
地震保険は、 地震、噴火またはこれらによる津波を原因とする火災、tJ'I!Ji、埋没、流失の1ft筈について補償
する、地提専用の保険です。

火事だ/たいへんだ/
-圃惨

蜘，、'.tl~ ï'~川崎 久

-地震保険は火災保険とセットで‘ご契約くださし¥0
地良保険は単独で契約することはで言ません。 t也民保険t火災保険はセットでご契約ください。

なお、J也民保険のご契約金領は、 セットする火災保険のご契約金綴の30%-50%の範聞でお決めいただき、

建物は1，000万 円、 家財は500万円が限度tなります。

舗.
舗.. 

-地震保険は、損害の程度に応じて保険金をお支払いしま五
地震保険でお支払L、する保険金は、 111容の程度に応じて下表の土お1)!:なります。

倒1食の 損害の程度
対象

認定基準(次のいずれか)
お支払いする地震保険の保険金

外主要構造部(土台、柱、 焼失、流失した床面積
壁、屋根等)の損害

全損 時価の50%以上 延床面積の70%以上 こ'契約金額の全額(ただし時価が限度)

建 物 半損 時価の20%以上50%未満 延床面積の20%以上70%未満 ご契約金額の50%(ただし時価の50%が限度)

一部損 時価の3%以上20%未満 ご契約金額の5% (ただし時価の5%が限度)

全損 時価の80%以上の損害 ご契約金額の全額(ただし時価が限度)

家財 全損にいたらない場合で、これを収容する建物が全損または半損のとき ご契約金額の10%

全損lこいたらない場合で、これを収容する建物が一部損のとき ご契約金額の5%

~ 

応
募

※時価と(;):、同等の物を新たに建築あるいは購入するのに必要な金書買から、使用による消耗介を控除して算出した金額をいいます。

キ"f.L(は、おr近〈のlJ1".'i保険会科または1¥1'1'.1，1;におI:qlイ干わせU:'さL、
靭嗣日火災 7リW肋アわンy川オ一J附時一→ト共耕栄火刈災興姫亙火刈災ジhエイ刑ア円イ住儲友怠鮎上大蛾成火刈災太鳩陽火峨災 芸紋更日本損害保険協会
第ト一火似災士措車京献火提大岡火災干f忙t回大峨史東亙火災東京忽駈k東，羊火災 同和火災 日動火災 干刊1旧削0印13綜陪都軒千イ代畑t咽回区聞神田
日産火災日j新新火災臼本火災日本地z震E富士火災三井忽上安回火災 (社員全社叩音順) 宣包茸0ω3(32お55日)121l(大代表)

やめようなくそう無関心注目1)をなくす首5・ltc;;;λ 
¥仁』

〉巳(I 

会話しながら

楽しく鍋れる。
・対話煩.，

スウィンデモニター~栂勺れτいる人側に

セy卜すれば、樋られている人も

どう婦られてい柏崎眠で8まれ

bちろん織っている人も

光空宇ヒ'ューファインダーてー帽IfOK.

VHS漉.付ビデオカメラ

MI5回iIIGR・SV3:: 145，000門(細川
(テレビチューナー付属)

¥ 

ポンと燭って、

パッと再生。
・イチ押しメッセージ慣能

ワノタッテで揖って、ワンタyテで再生。

伝冒メγセージにf重ったり.

眠憧のコミュニケーションが

カJタムベ二揖しめます。

J!たい時に、

J!たい所で

TVタイム。
・テレビチューナー付属

カシャyとUめるだけで

テレビに早変わリ。

クルマのゆで、庫舛で、

TVタイムが暗まります。

もちろん、VHS'Cビデオ
デァキとしても奇襲し的ます。

撮ると見るかひとつに怠った、協棋に遭ベるビデオカメラ、量生。
・ワンタッチで燭影スタートできる、フルオート殴軒。-3僑電動ズームを搭殿。・ハギレのいい
撮影もワンタッチ、イチ押し5秒トラパルシャッター。・カセットアダプターにセットするだけで

窓のビデオ(VHS)でも再生できる、VH皇室主1・たっぷり慣れる長時間バッテリ一対応t
• BN，V25使用てモニターONて約130骨、モニターOFFで約2∞骨由連時樋能テレビ畳慣1:約180骨可慌てす

濁ったらすぐ見る、

みんなで宛られる。
・液畠スウインクモニター

ぐるっとilAモニターの向8を宜え勺れるから、

樋り方、見方いろいろ多持。

大きな撞晶画面，.'ら〈ら<1II&Jや、
rどこでもそニターJh'

議L時五す。
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と
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-火災の原因が「地震」だと、火災保険では補償の対象になりません。
地震等による火災(延焼損害も含みます)によって建物、家財{こ体じた加害は、火災保険ては補償の対象に

なりません。

(;主)ただし火災保険では、地震等を原因とする火災によって建物が半焼以上となった場合に限り、地震火災費用

保険金(火災保険のご契約金署員の5%，300万円限度)が臨時に生じる費用をまかなうものとして支払われま久

-地震災害や地震による二次災害には、地震保険を。
地震保険は、 地震、噴火またはこれらによる津波を原因とする火災、tJ'I!Ji、埋没、流失の1ft筈について補償
する、地提専用の保険です。

火事だ/たいへんだ/
-圃惨

蜘，、'.tl~ ï'~川崎 久

-地震保険は火災保険とセットで‘ご契約くださし¥0
地良保険は単独で契約することはで言ません。 t也民保険t火災保険はセットでご契約ください。

なお、J也民保険のご契約金領は、 セットする火災保険のご契約金綴の30%-50%の範聞でお決めいただき、

建物は1，000万 円、 家財は500万円が限度tなります。

舗.
舗.. 

-地震保険は、損害の程度に応じて保険金をお支払いしま五
地震保険でお支払L、する保険金は、 111容の程度に応じて下表の土お1)!:なります。

倒1食の 損害の程度
対象

認定基準(次のいずれか)
お支払いする地震保険の保険金

外主要構造部(土台、柱、 焼失、流失した床面積
壁、屋根等)の損害

全損 時価の50%以上 延床面積の70%以上 こ'契約金額の全額(ただし時価が限度)

建 物 半損 時価の20%以上50%未満 延床面積の20%以上70%未満 ご契約金額の50%(ただし時価の50%が限度)

一部損 時価の3%以上20%未満 ご契約金額の5% (ただし時価の5%が限度)

全損 時価の80%以上の損害 ご契約金額の全額(ただし時価が限度)

家財 全損にいたらない場合で、これを収容する建物が全損または半損のとき ご契約金額の10%

全損lこいたらない場合で、これを収容する建物が一部損のとき ご契約金額の5%

~ 

応
募

※時価と(;):、同等の物を新たに建築あるいは購入するのに必要な金書買から、使用による消耗介を控除して算出した金額をいいます。

キ"f.L(は、おr近〈のlJ1".'i保険会科または1¥1'1'.1，1;におI:qlイ干わせU:'さL、
靭嗣日火災 7リW肋アわンy川オ一J附時一→ト共耕栄火刈災興姫亙火刈災ジhエイ刑ア円イ住儲友怠鮎上大蛾成火刈災太鳩陽火峨災 芸紋更日本損害保険協会
第ト一火似災士措車京献火提大岡火災干f忙t回大峨史東亙火災東京忽駈k東，羊火災 同和火災 日動火災 干刊1旧削0印13綜陪都軒千イ代畑t咽回区聞神田
日産火災日j新新火災臼本火災日本地z震E富士火災三井忽上安回火災 (社員全社叩音順) 宣包茸0ω3(32お55日)121l(大代表)

やめようなくそう無関心注目1)をなくす首5・ltc;;;λ 
¥仁』
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カシャyとUめるだけで
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クルマのゆで、庫舛で、

TVタイムが暗まります。

もちろん、VHS'Cビデオ
デァキとしても奇襲し的ます。

撮ると見るかひとつに怠った、協棋に遭ベるビデオカメラ、量生。
・ワンタッチで燭影スタートできる、フルオート殴軒。-3僑電動ズームを搭殿。・ハギレのいい
撮影もワンタッチ、イチ押し5秒トラパルシャッター。・カセットアダプターにセットするだけで

窓のビデオ(VHS)でも再生できる、VH皇室主1・たっぷり慣れる長時間バッテリ一対応t
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